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序

当センタ ーは昭和57年に、山梨県教育委員会の埋蔵文化財保設を担う恵門機関 として間所 して以来、

本年で 33年、三分の一世紀を経ようとしています。当初は 2担当制（課未満の 2つの係のみ）でスタ ー

トしましたが、平成12年度になって調壺研究諜 ・資料蒋及課の 2課制になり 、調査研究 と晋及活用を

バランス良く取り組む休制となりました。さらには平成26年4月に狩料普及課を史跡費料活用課と改

称し、県有の史跡の保存管理にも重点をおいた現状の体制となっております。

本古は平成26(2014)年度に当セ ンターが実施 した発掘調査 ・試掘調査及び立会調査等の概要と 、

普及事業の概要を報告する ものです。

26年度においては、開発事業に伴う発掘調杏は 7事業12件、 整備事業に伴う 調究は 1件、辿跡の有

無を把握するための試掘調壺及び小規模工事などに伴 う立会調査は 26件を数えました。一方、史跡資

料活用関係の事業と して、出前支援事業、発掘体験セミナー、 職場休験、資料貸出し、 購座講油会、現

地見学会、各種イベン ト等があり、 参加者総数は8,000余人とならています。

26年度事業で特筆すべきは、甲斐銚子塚古培史跡指定85周年と大丸山古瑣史跡指定1周年を記念し、

山梨県立考古1専物館・甲府市教育委員会との共佃で開催したシンポジウム 「古代東国と畿内王権一甲

斐中道古墳群の検討から一」（平成26年11月221」開催）があげられます。県内外の研究者から山梨の

前期古瑣をめぐる最新の研究成果を報告いただき 、今後の保存活用を含めた研究の課題等を深める こ

とができました。さら に、 展示活動として 「山梨の追跡発掘展2015」や信玄公祭り に関連 した 「甲）付

城特別展」な ども 実施 してまい りました。

当セ ンターでは、狸蔵文化財の調査研究、史跡の保存活用、それらに係る情報の発信、学校や生涯学

習の場を通じた普及活動等々 に可能な限り励んでまいりたいと 考えております。これらのためにも、

本書をご活用いただくとともに、私どもの埋蔵文化財保護の取り組みに対 しーJi:りの ご理解 ・ご協力を

お頻いいたします。

2015年8月

山梨県埋蔵文化財センター

所 長 出月洋文





H 次
序

凡例 ・職員組織

第 I章 2014年度の事業概要

1 発掘調査等・..........................................................................................................・l 

2 整理作業・.............................................................................................................・l 

3 資料普・及事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

4 収蔵資料の貸出し及び掲載許可一屁・..........................................................................4 

5 第27回市町村埋蔵文イヒ財専門職員研修会 ...............................................................10 

6 逍跡調杏発表会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10 

7 シンポジウム ・講演会・ ••• ••• ••• ••• ••• • • ••• ••• ••• ••• ••• ••• ••• ••• • • • • ••• ••• ••• • • ••• •.• ••• •• • ••• ••• •• ••• • • ••• ••••• 11 

8 知ろう山梨の歴史！山梨の造跡発掘屎2015............................................................ 12 

9 広報誌「埋文やまなし」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

10 県指定史跡甲府城跡活用事業・・...............................................................................13 

11 遺跡データ 管理 (GIS) .................................................................................... 15 

12 報告書： PDF1ヒ（追跡骰料リポジトリ） • ・・・・・・・・・・・・・・・..・・・・・・・・.....・・・・・・・・・・・・・・・・.......・・.............15 

13 埋蔵文イヒ財センタ ー峡北収蔵庫辿跡まなび館・・..........................................................15 

14 寄贈・購入図書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

第II収 各辿跡の発掘調壺等概要

1 記録保存のための発掘調介

1 -1 甲府城跡（県庁舎耐震化等整備事業 ：委員会室棟第3次） •.•••••••••••••••••••••••••••• 16 

1 -2 甲府城跡（県庁舎耐震化等整侃i事業 ：本館 ー別館間渡り廊下） ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18

1 -3 甲府城跡（県庁舎耐虞イヒ等整備事業 ：試掘） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

1 -4 甲府城跡（県庁舎耐捉化等整備事業 ：立会） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

1 -5 甲府城下IIIT辿跡（南口修似計画：甲/f寸城下町中央分離幣地点） ••• •••• •••• ••• •• •••••••• 26 

1 -6 大坪追跡（国道140号緊急道路整備改築事業） ••••.•••••••• •••.• ••• •••••• •• •••••••••••••••• 28 

1 -7 身洗沢追跡（笛吹スマートインターチェンジ建設事業 ：予備調介） ……••……… · 30

1 -8 身洗沢辿跡（笛吹スマートイ ンターチェンジ建設事業 ：本調査）…………・……..31 

1 -9 堂地辿跡（同道20号大月ノゞ イ /¥ス改築'jf業） ・............................................33 

1 -10 花咲用水関連追跡（同道20号大月ノゞ イノ9ス改艇事業：） •••• .• ••••• ••••• •••• ••••• •••• •••• 34 

1 -11 大石辿跡（国道20号大月ノゞ イノ9ス改築事業） ••••• •• ••• •• •••• .• •• ••••••••••••• ••••• .•••••• 35 

1 -12 谷村城（甲府地方家庭裁判所都留支部新庁舎建設事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36

2 整備事業に伴う 調壺

2 -1 県指定史跡甲府城跡石垣整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38

3 県内分布調査 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40

第1Il章 県内の概況

l 届出件数と内容 ...................................................................................................54 

2 発掘調査 ・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54

3 国指定有形文イヒ財（考古惰料）及び国指定史跡 ・・・・........................................................54 

4 発掘調究の成果と保存賂備事業 ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54

5 発掘調壺体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・55

発掘届出件数 • 発掘調査件数の椎移 ・ 201 4 年度県内発掘調査一覧表・…………….. 56 ~ 60 



1-1_5 

． 

1-6 

3-14 
3-22_25 

3-18 

3-20 

1-12 
3-15 3-26 

3-21 

● 記録保存のための発掘調査

■ 整備事業に伴う調査

▲ 県内分布調査

2014年度 発掘調査等遺 跡位置 図

凡例

1 本書は、2014年）文の山梨県埋蔵文化財セ

ンタ ーの事業をまとめたものである。

2 本書の編集は、 石ネ11 1 孝子 • 吉 田秀樹 ・小

池準ーが行った。

3 2014年度の収蔵狩料の貸出し及び掲載許

3-6 可一党、発掘調壺ー此表は 2015年 3月末

日現在で集計したものである。

4 第2掌各辿跡の発掘調査等概要における

発掘調査面桔の（ ）内は、調査対象而栢

である。

5 左記の地図は、2014年度発掘調介辿跡の

位置図である。なお、地図中の番号は、1

頁の発掘調査の表に対応している。
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第 I章 2014年度の事業概要

1 発掘調査等

2014年炭の発掘調究綽は、以下のとおりである。各辿跡の概要は、第 II沖てで辿べる こととする。

1)記録保イヂのための発掘調査

番サ .~ 介名他 番サ ，湖介名他

I・I 叩（．／城跡（県 Ii ' 令耐'に化 ｀ふ松 W,•Jf 采 委ll会屯棟袷：｝次） I・7 身沈iJlj且蹄（笛吹スマートインターチ ェ ン ジ建，没＇）ば~ r-伯，.llf-ti:)

I・l 叩 (./城粉（県Ji1: ii枯·~化 か`枚備＇）ば＇、 ・ イ准'i-別館1::1渡り榔 ド） I . ~ 身洗沢ji'.[1が Wi吹スマートインターチ ェ ンジ建没＇）ば'. ,1,,J.j*.) 

I.:! 川 ｝｛，/城粉（県 Ii' 令耐；，に化冷柩仙 •Jr 来 ，式掘） I -9 咄：地逍跡 ( l •I近 20 り人） j ハ イハス改染 ·Jr 菜）

I -I 'l'J/.f城跡 (¥',¥J,'令耐姦化怜柊J!u・Jr菜 ，ゲ会） I -10 化咲 11 1 水 ll!J辿追跡 (l•I 近~() i;),:))パイパス改*')i某）

I・ii '1'1/-f城 I、IIIJ逍跡 (1lilI修屈，，l11hj り 1 1/、f城 l'lllf•I• 央分離.-:糾應点） I・II ）｀ィ，逍跡 (l•I迫 20 り）ゞ） 1 バイハス改染 · J r 哀）

I・(i い'l' ii'i 跡 (l• I追 I I()り槃急泊路屹1l『lば'.) I・12 谷村城 ('l'l(.f地）j '禾庭故判 1り情i玲'IX,lll#i l i' 令姓，,:t•J( 兄）

2)繁備事業に伴う 調在

:. 『Iリ，し指認剛I/付城釦ih(虹 ・Jr: 1f: 名 他

3)県内分布調査

番り・ •Ji 業名他 （試掘，碍1i:) 番り・ ・H 菜名他 (,,:会，ll11'1')

.l -I 扉 1;.. 1 · 111,j 近路 「 山 I(判 • J,ilj/; i父 IJ孔柏線」 街路＇］澤 ，I'll/城 l'illf追跡 :; -II •;•;• 恨 I,:険公l•I 柊 fiul月述 絹払塚束追跡

:i -2 叩 (-f!II榊ii1/,'む山地域修娯，， l111ij•Jf 又（中央分離•:i:') IJIJ/.f城 I'll/追 跡 :i -15 県;情l外:w判、ぷ篇燐校節 ）り）建，ふ彫気，没協Jf采 ’ノ fi')追跡

:; . :1 祈山梨l,ilj犬近路束部1x:1::1建，没・Jr某 (11'1/-f巾小1ll1lllf地内） ;; . J(, 駒沢川改修 •Jr 棠 《熊野 1N辿跡 削Ill辿跡｝

:1・ I 1,1追 Illり条会見欣’必入'i.(改r↓・Jr笈 ＇げノ 1iirn1,1辿趾 ・・:、f木追跡＼ :! ・Ii 11111 外浚沢 · J r 菜竹Jり!Jjj 迫路建，:.t• J i;/'i《11111水制）

:i -'; 西l¥!J束連絡近路建，没'](菜 :l -18 火Hれ急~iH地 Iii壊対笛 ·Jr 累 火Hイ 1追跡

:l -(i 県•;:,·o .む・,,-;iJll・り地駐"'場依偏・Jr業 1li堀之内逍跡 :1 -l!J 船久1依急傾斜地Jvilが・t第・11菜 馬）J,'；近 l追跡

:! -7 県Rfl・-t HI・り地扮i' 'IOV;t.'<f,u •Jf 菜 .1じ巾1瓜辿跡 .l -20 押手沢急傾斜地 lvll:k対沿 •J[ 哀 押ill沢追蹄》

:! . 8 県ii• fl屯八111I ・り地!I I: 巾:If;柊 fi, •Jりr; )),iの J・姥塚j立跡〉 :1・21 1,1.-,: 公1.;.1吟f.ffiu'IfJi・ 栂l台 1叩 1 地 f.~ fi,')[ 来

:; -9 Ii. 鯰咋寮冴穴 111 ~1: イJI りi移転祈染 •Jr 菜 《能兄城跡 :; -22 ',';• 根Ii険公園水近料：移，没')(来

:1 -10 V,l ,,: かえで L援学校分教屯（村淮'i建，ょ • f f哀狐IJ;湛i跡 :J -l3 ,,、1恨 I,:険公園）j/f,J.',j溝 ,i;;,J;/j.';ヘ’ンチ`＇が撤よ ・Jt,1'.、: I oJ・[勺立蹄）

:l -II 県 、'd1烹火学校イi機1,111/f;柊伽')(叉 :1 -21 '(/根 1,-_険公 l点1 水追 iは水修Pt!•)/ 業

'l -12 l •I や情韮 ，＆楼能保令'][采 (/i'il次 /l l i(rii地区） 《fJ:林追跡 》 :i・25 ,;,•,, 根I,:陵公園肋災公1,1格w,・Jr来 《'i;・i,'/水辿蹄〉

:! . 1:! l • l irl,~ ,.1 機能 1は令 ' ] f 哀 (/i\吹 /I i i(!/ 「地区） （安近か逍跡） :; ・2G 叩｛，/地J;:求庭裁判1リ情I玲'{,.<_部新Ii'令俎，没・Jr業 《谷村城》

2 整理作業

2014年度の整理作業は、以下の とおりである。

1)基礎的整理作業

番サ l 氾跡名

叩(./城跡（県 ,; • 含耐炭化｀、況各仙 •J(:fi: 委 l l 会＊棟節 I- ~\ 3次・別館）

2 I 船詞詞 (/1',1次スマー ［、イ ン ターチェンジ建設 •J( 菜）

3 哨：地沿跡([,[近 20り）,Jj パイパス改築 • j ( 哀 ）
番[、' 11~匹:]~~~1c:□; ~t·::,~~. 

2)本格的整理作業

番サ 逍趾名 ＂グ番 辿跡名

A坪追跡 G I本城[[[辿跡

｀臼~'・輪場地，り）
7
-
8
-
9
-10 

3)報告害刊行ー＇克

番サ 名,' 
ー

，
 

.• 
’
 

"＇ 報 番サ 名t
'
 

'~ •
9 .. 

9
 ＇ 

9
9
 

報

り~ :mo m I人/'I泌tiが 節 :m1u, li•eiJ這跡（り~:i . ,, 次）

ミ~ ::日~ ~,:~; ぞ;~,が:l:i~::跡 Bl><

節 :m;;!k 11111/.f城 I・町追跡（閏iirm位 ）易地.,.'.o
り~~OG !J; I 水城 Iii 逍粉
第:m7駄 Iii梨県内分11i,胡介恨；＇清 ('I'成 2G年 IJJ-12 JI) 

- 1-
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資料普及事業

2014年炭（平成26年炭）に実施した事業は、県内の小中学校等へ出向いて「古代の休験」（土器作り ・火起こし体験など）

に関する支援を行う 「tl'i1'iii支援']噂業」を実施し、授業の中で児童生徒のみなさんが、地域の歴史に輿味関心をもつきっ

かけの場を提供した。 また発掘調査の現場で実際に発掘を休験する「発掘体験セミナー」では、広く 一般の方々に土器

や石器を1J:1lり出すワクワク感を味わっていただき 、足下にII尺る歴史に興味をもってもらった。 この他にも講座 ・講浙

会等への講師派造や、 学校の教職員を対象とした、授業への埋蔵文化財の活用をはかるための 「古代を実体験！授業づ

くり研修会」、一般の方々を対象 とした辿跡現地説明会、山梨県考古学協会と の共1mによる追跡発表会などを実施 した。

また考古t!1i物館との共催・F業と しては 11月20日（県民の日）に 「体験！！古代人」、3月1日には 「春まつり 」と称 した 占

代休験イベントを開催し、子 どもから大人まで楽しみながら地域の歴史を学ぶ機会を提供した。これらの事業以外に も、

追物貸出キッ ト・火起こし逍具など考古府料の貸出も行った。 また、文化庁の史跡等総合活用支援拙進事梨に関する

同附補助金を受けて、 古代の人たちの生活や知恵などについて年間を通 じて学ぶ 「体験してみよう！！古代の生活スタ

イル」や県指定史跡甲府城跡を活用 した展ホ会 ・子どもから大人まで各年齢附にあった学習会 ・甲府城の歴史や石垣

の技術を虹lってもらうための休験イベントなどを実施した。年度末には、当センタ ーと県内市町村教育委員会が 2014

年度に実施 した発掘調査 ・整理作業な どの蔽新の成呆を公IJFJする 「山梨の追跡発掘展2015」を開佃した。

, ..'i, 

出前支援事業（土器作り）

゜

古代を実体験 ！授業づくり研修会

｀ 
.,~_. ... ,. 

出前支援事業（土器に触れて見学）

体験してみよう！！古代の生活スタイル
縄文フルコースはいかがですか？

- 2-

遺跡現地説明会

一体験 してみよう ！！ 古代の生活スタイル
富士山から見つかった古銭で拓本体験
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4 収蔵資料の貸出し及び掲載許可一覧

収蔵資料貸出 し一覧 （入件順）

番り~ W lll 期間 rp J,'i 者 利用目的 111 3,'l 物 件 名

I ,1 I --1~ 成27:3.31 t', しり：北ti位/が学校 郷 I:教f{にi,f;JIJするため /J;(llff /;'./c菜・::;校1i1i辿跡 縄文上器3;.',(

2 11 -• 1<成 2733 1 山梨中央銀行令h!i!i't料館 廿幣史コーナーにMぷのため 金の｝釦辿跡 ，；り、'Iこ_L器11.'.0:

化島J/J追跡 ,/i器10:.'i

3 11 -・l;liX:27331 山梨・1冴IIミュージアム 常設展に展小するため 塩部追跡 焼必，；ijil/.( 

塩部迎跡 焼夷，；iji•Jlji 別!l.'.'!:

-I -I.I -'I'・ 成27.3.31 北,i'J.,li教it委ll会 常設展に展示するため 横'.il1lii久保辿跡 イ i 器 25!.'.•:

天神追跡 縄文 1~器2.'.'!:

柳坪追跡 縄文土盛 I!.'!:

、1!'1所遺跡 縄文上器 l!.'!: 

か所追跡 I師器7.'.'.(

城下逍跡 灰釉陶器 I.'.'.,:

城下逍跡 糸杖布hl¥lJi恰I.'.'!:

天神 C追跡 上偶 1/.i.

火神c辿跡 イi器37!.'.( 

火神C追跡 縄文 I:器10.'.'!:

城下追跡 爪製品2.'.'.(

束J恥辿跡 羽LI2、1¥

求/J孔逍跡 I・．器 I!.'.(

束/J孔迎跡 石器 I.'.'!:

5 I.I-平成27331 ill梨,IiフルーツパークIIお 「甲州呆物発展史jコーナーに）Ji小するため 大師束｝` ｝保追跡 クルミ l6.'.'.0:

k師束丹保追跡 カヤ 3;.'.(

人帥束JJ保追跡 トチ l瓶

大師束）J保追跡 モモ種 [・7.'.'!:

6 ,1,1-平成27.331 県立'i,:-/i必術',1i-l"J学校 ジュエ リーミ ュージアムに展小するため 束111北逍跡 水晶原ィ，

甲ッ原辿跡 水11111,/J;(イ・,

人木戸追跡 石器l;,',,: 

災辿追跡 耳飾].',',,:

大木）i迎跡 耳飾 l/.( 

塩瀬 JCJf,(追跡 碓飾 I.'.'i 

fi(i無逍跡 大珠 I!.'.(

令のI釦逍跡 葎餅ii!,',,:

金のI{追跡 符」i.l 、•.' ,,:

束111.lt辿跡 勾 kI!.'.( 

四ツ塚古）11群 勾T.l /.( 

双栄2IJ-項 切ー[・T.3!.'.(

老占博物館構1J、J古）J't 勾_1;_3 .'.¥ 

名古 1 •11物館構 11、J 古）n 丸TIG:.'i.

米介111B近跡 符TUY.

7 -11-・1, 成273.31 南アルプス di教ff委Jl会 ふるさと伝／紅館に常設展ぷするため 1'i々 追跡 I. 器ほか21.'.せなど

柚堀追跡 I: 器ほか 119.'.',,:

8 41 ~・1,1,Ji:273.31 総務部竹IIオ，諜 防災新舟'iイ1.hJ展示屯に）1と示するため 甲1(-f城跡 胴木6/.0:， 4 IO-平成27.331県立柚物館 常設展示する ため Ji;(lllf/.:1業，凶校1Fi;且跡 縄文t盛l.'.'!:

10 6.19-'/'成27.331県立拇物館 祁設展ボする ため 人師束｝‘｝保j且跡 Jf~ イt2,',',,:

11 9.l6-ll2l l· ll lllf r lil•H勿~n 秋手特別展で展小する ため kflll辿跡 I・．器3:.'!:

火神逍跡 石器10!.'.,:

天神追跡 匪飾 I,点

及神迎跡 ）以ィi3;,',,:

化島ill追跡 I・．器 I!.'.(

化島111追跡 イi器3.'.',(

化.!'.,111逍跡 耳飾 1.'.¥ 

ーの沢追跡 I: 器l/.i. 

人木戸辿跡 こl:f閲1.'.¥ 

甲ッ／）孔追跡 爪飾 1/i.

12 8.22 -I 0.18 國界院火f}'t,閃物館 井別/Ji ' •1:1 l:ill・ そ叫；［観とl,l仰，芸術・ に1J妙、のため 炭焼迎跡 火打金l!.'i.

';.(_!-: 御室浅間神社2合l―iJJW、J地行名・・,:t跡 JIJ茶椀2;.'.(

;• ,( _I: 御室浅間神社2合II槌1J、J地行者常跡 かわらけ 4;.',(

富—1: 111 , ' !1111―l 登 111 近 l½J述逍跡 5 合 I I 銭1't12 .t.'.(、
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番り 11'lll 期 間 fjl Ji7 者 禾IJ)I) bl (Iり ,p J,'l 物件 名

'1i; _I: 御寮浅 l/ iJ ~!lll· 2 合 II 本窮 銭1't30.'.',(、

'1,;;-1: 簡」外汁父Iii!村1t1-111.-:.,;nilitl: 剣形り、製品

話 I:御宇．浅間神社りじi:,;)¥―111ti 氾，1;礫];,',(

話上御屯浅間神社り！窮片111n 朱，＇｝礫 ll!.

、i,{L御寮浅間神H1!1_-:;,;片111社 水品 l、((

';,(+御屯戊間神社'l!_f,;J',―1l1H 礫 ．溶'1:-20.1.1.i:

13 713 ILL梨弥'L文化研究会 I: 器の検討会を行 うため 村1iii束Ai直跡 土器-13!.'.(

束111北追跡 I・． 器 15.'.',,:

l4 722-8.29 山梨rli教fl委!l会 企11lri}1打111梨のji'l跡股201,1巡1111展に）Jもドのため 上コ プケii'.l跡 縄文-1:器2!.',,:

15 7.20-92 Mli l • I 、nin勿~n 文化交流展 涌 の道、アジアの路』で!11!小のため 安追、1,追跡 縄文上器 I!.'.(

ーの沢追跡 縄文 1・今器 I.'.'.(

悔近1iUCi且跡 縄文 1・：器 I.'.'!:

ljl • ノJ以追跡 縄文 t器l、,.'.(

洒呑場迎跡 縄文 I:器I.'.'/

ヒコプケ追跡 縄文-1:器I.'.'!:

J-_IJ!f,JJ;(追跡 縄文 I・．器 I:.'.(

IG 92-1217 県，ヽ,:博物館 企11lij/J¥lF廿生の黒駒」に/Jll,J'のため 甲斐銚子塚占JJ't 鋭（ レプリカ） I. 点

かんかん塚占Jft 軒 l 、•.' .(

かんかん塚占Jj't 鈴 l、,:.,:

'I'林2りJ!'t ）） 装 J し 2 、•.' .,:

、I'・林2り坑 」.-.J:t'i7.'.'!:・2式

•1<林 2 り瑣 且飾 2!.'!: 

平林2IJ・Jj't 僻金！し2.'.',,:

、ド林 2 ~J- Jit 鏡2!.'i.

近々芽木逍跡 土馬2,1.'i. 

狐瓶迎跡 • 屯,i:: I ・． 器 •l.'.'.O:、

17 921 -12.8 横浜 ,Ii歴 史 t•!j.物館 企1rlri11/i「人おにぎり ）1と」に）Ji示のため 洒呑場辿跡 ダイズIJ,h・a器I!.'!:

泊呑場此跡 見ll'ih1-. 器）',・2、,:.,:

}1.flllCj且跡 •.JH iii 1.i:+1', 2!.'.<: 

中谷迎跡 Jクゾウム ンIijj{」苔2.li.

18 930-12.19 1\Jtl,Y;) ,li ヽHを ，', ',I •・'i競勿舟': 特別）lと「縄文そして登,,,,,」 ーの沢追跡 縄文 1・：器4}.',(

安追、'i,j¥'l跡 縄文 I:・牒 l,r.'.(

宮の,iii追跡 縄文：I: 器2!.'.(

屯郎｝）；濯跡 縄文 I・．器 I!.'!:

ーの沢追跡 土偶 !;.'.(

ーの沢追跡 イi器23.'.'.(

19 1118-平成27.113 甲1/.fdi教rt委Ll会 地域振煎複合施設洛成，記念で'1liぷする ため 人丸111,',J(t 短'I'レプリカI!位

大丸Ill古J(t 手斧 レプリカl/.( 

銚 f塚古Jfi 鋭2、,:.,:

20 平成27310-5.26 中央巾:r,・匂郷 I.狩料舟'i 企11fij/1を「鋭JにMポのため k塚古J(i 鋭校造品I_,:.,: 

21 平成27210--124,,;:; 崎市教脊委ll会 牡冴lj辰rィノシシの考古学」Mに艇9ドのため ーの沢追跡 縄文 I.器2.'.',,:

災辿追跡 縄文 1・：器I;.'!:

上の'I'辿跡 縄文 t器I.'.'.(

安近が追跡 縄文 l・．器 ),','.(

IJ;uuni業，＇,●：j校1i1i追跡 縄文 1・．器 I!.'.(

'I'、yJJ;(迎跡 縄文t器I.'¥ 

大木戸辿跡 縄文 t器1/.(

化島111遺跡 縄文 1・． 器I.'.'.(

上コプケ辿跡 I・．製，'11',I、1¥
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古代衣装貸出し一覧

番号 1'.f Hi 期間 ,p 胡者 利用目的 叶l 贔'I 物件名

I 58-529 忍野村ヽ・,:忍、野小学校 ti会科の授菜で使）I! 1りJIll! 2ふ・

女 'I': 2沿

'I': 火 2ふ

2 529-GS ・1:-; J:H rli、,,:111': 打,jヽ-nえ 社会利の授菜で使Ill l'llif! 衣 l ~';' 

胡 Ill, l沿

巫 女 lふ・

久 't':― l祈

、i': 史 1~\ 

3 1012-11.1 山梨県｛，：かえで文援学校 学園祭の柑瀾で使II] 1'l頭衣 2沿

胡）Iii 2ふ

*女 2ぷ

久'!': 2ふ

Y: 火 2ふ・

I I I.JG-11.29 山梨県 、,:かえで文援学校 学園祭の浙1削で使JIJ J'llii(衣 2ふ・

1りJIJIJ. 2祈

4i, 女 l沿

女 'I( l芥

~ 1・［火 2芥

J ll.16-ll26 ';;,; u:i,!i ,U、，;;,;j_,j ヽ •'f:中ぇ 学宵発表会で使JI! l'tliti衣 lぷ

胡服 lぷ

* 女 2ぷ

(j 1122-126 山梨県ヽ ,:やまびこ必援学校 社会利の授菜で使Ji! J'l別l衣 lふ

収蔵画像資料貸出 し・ 撮影許可一覧 （入件順）

爵り・ "'両'/ 1:1 申 ,1,'i 者 利川目的 Jll ,ii'/ 物件名

I 3 JJ 281」 I即ナイスク 「まり こふんの古）1'tプック」に掲載のため 'I<林2号）J't 令環 l.'.'.(

2 I JJ II 11 （株）山梨放送
テレビ番組 「知られざる 甲I/寸城(/)雄、,!.,」に放送

叩仔城跡 銑此など 11!.'.i.
のため

3 4 JJ I ,t 11 I/糾利j村 県公ヽ i:ぶ：i校入学試験対策JIJ過よIll]逍集に掲載
甲斐銚—f塚占JJt 逍跡仝屈 l:.'i.

のため

I I JJ 15 II II本名古学会 「考占学雑，ふj弟96な4りに掲載のため ーの沢迎跡 深鉢形土器 .l:f悶3、,.'.(

J 01 JJ 1811 （株）敬文H 〈II本の歴史 私の最新，溝義〉シリーズ 「縄文
安近寺追跡 深鉢Jfj — | ー．．器 !.•.'!.

社会と弥生社会」

6 -I JJ 5 !"I 笛吹きらめきテレビIt,!;)
テレピ番甜lfふるさと追廂-1','1釦路のりしを歩く

甲斐銚T塚，り）tt・Aili塚古）tt 逍跡令批 I.'.¥ 
～」に放送のため

7 5 JJ 2711 II本放送協会 テレピ番組 「くらし女解，必Jで放送のため 叩/.f城 令体校 1\~ l !.'.( 

8 5 JJ 2011 和 ~l,f;;,<i材 1: 巣祈IJrl社 コラム 「お位の歴史と 現代中l会」に掲載のため ljl斐銚子塚，1,-JJ't・丸111塚，1,-JJ't 追．跡、仝｝；し l 、•.'會，:

， 5JJ 2G 11 昨フラジャイル
テレビ番甜[[ll/liの！束以マガジン」で放送のた

叩(.J城跡 銑比一括
め

111/i-f城跡 銑凡復）じ 1~1, .'.',,: 

10 6 JJ 13 11 が野1l'りL会議1折
'Iん'011「縄文の夜神夜」パンフレットに掲載の

友況1.¥'ii'.l跡 深鉢形」：器 l.'.':o:
ため

II 6 JJ 1311 呑芝史―.I叫 1博物館
ふたかみ邪馬台 l •I シンポジウム I~ 「邪馬台l•I

村1iif束A追跡 窄搬'1/J¥l/i,
時代の11'・ kiと）(fll」'tt料集に掲載のため

村1)1j束A追跡 ~Jf~ I. 器l、1¥

塩i,I分且跡 央形 I.器I!.'!．、

Lの・1;追跡 辿跡仝屈 I!.'.(

甲斐銚―f塚，り）i't・丸111塚古）i't 逍跡仝屈 l.'.'!: 
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番サ りJ 贔1 日 ifl ~,'l 者 利用 目 的 叶I』'I物件 名

12 6 JJ l 7 11 昧雄 11 1 1~1 f-f j'lj考占学］弟 128りに掲載のため 鮒沢河料跡 マグロ属辿休 [;,'.(

I ;3 7 Jj 511 1仰f・J、L中l nJ1J 111, J.,t場 II本）し術史入I"!」に拇載のため 殿林迎跡 深鉢Jf~ —I: ・岱11¥

14 GJJ 27「l 昧ルミ エール 山梨の縄文文化紹介のため 洵道1iiiC追跡 深鉢形 1-悩 I!.'!:

ーの沢ii'!跡 深鉢形 I:器I.'.'!:

IG 7 JJ lO II 1;,: 刈1リJ{- フリ ーペーパー 「88」に掲載のため 洵近1iiiC追跡 深鉢形 1沿:a:.;11.'.(

甲ッ／）孔逍跡 深鉢形上器 l 、•.'i.

l7 SJ! I II IIおPl―IPfiJf'介りりi
「縄文人のく らし人研究 ー衣ftfiと心をさぐろ

洒呑場追跡
ダ イ ズ / 1.Jj~ I : 器など3

う！ 」 、'・,、'.・ 

18 8JJ817 '『森県 立郷 I:舟'i
特別展 「発酵住品バワー～ミクロのシ ェフと あ

洒芥場追跡
ダイズII Jji I: 器など 2

おも り食文化～」 、'.,!.. 

19 8 JJ 1811 笛吹きらめきテ レビ（株）
テレビ番組 「ふるさ と辿廂～縄文のT年を訪ね

ーの沢沿跡 111-1: 状況など3!.'.(
て～」で放送のため

20 9 JJ 3 LI 長野県 iヽ:歴史館 長野県 iヽ・・歴史館だより vol81りに掲載のため ／屈村J.:.ィ.,-辿跡 L: 器 ） ', ·2 、•.'.i.

21 9 JJ 13日 ii初11梨祈報 新IIH拇 locのため 'I'斐 銚 [-塚古Jft 木製品2.'.'.(

22 9 J 1 7 LI 横浜,Ii歴史,,_lj:物館
企 11hj/r'1 「大お に ぎ り ）1と — ill l・'tt利からみた投物

泊石場辿跡
ダイズ）Hii I: 悩など3

の歴史＿」のl叉Iiぶが掲載のため .'.,-!、

23 9 Jj 1211 静岡 di教行委ll会
登M 博物館特別展 「縄文そ して登 ，, , ,, 」 の ,~,録掲

ーの沢辿跡 ili卜）杉 I: ・盟；4.'.'.( 
載などのため

安近、『辿跡 深鉢形土器 I.'.'.(

窮の前追跡 深鉢形 L.器l.'.'i

屯郎/);遺跡 深鉢形 I:器I.'.¥ 

ーのiiむ追跡 I: 偶I.'.'.(

ーのii{辿跡 ,/_i器染合 I!.'.,:

糾の前j且跡 /1¥・L: 状況 l.'¥ 

ーの沢迎跡 /1 \ 土状況 2 、•.' .(

- 0)沢追跡 ji'.i: 跡令娯 l.'.'.,:

耳飾 りを付けた 女性 イラ スト!;,',,:

2,1 9 JJ 8「l 怜iアルプス di教ft委il会 展示「色の魅）J」およびIll版物に掲載のため 大師求J'J-i呆迎跡 椀I!.'.(

袖Ill辿跡 竪杵l.'.¥ 

火師束｝｝`保追跡 ,'i瑣令;;tl.r.'.,:、

tf々 辿跡 逍跡令屈l、1_',1―‘

人師求)'}保追跡 F駄I!.'.(

25 lOJl 717 '"'i'i歴史民俗博．物館 総合，しも 「歴 t•!J」 1 8 7 りに掲載のため 洒石場追跡 ダイズ［臼JiI: 器I.'.'.':

26 IO JJ I cl II エクセレント ライフ1/1, ‘り真狛「縄文の夜神梨」に掲叔のため 安逍が追跡 深鉢Jf紅：器l.'.'..:

洒呑場辿跡 深鉢形上器 I.'.'!:

27 10Jll711 
IIぉロム ・イン ターナシ ョ r欠II,,哉ゼロからの古）i'i人l"JJに掲叔のため 甲斐銚 [-塚，りJj't 辿跡全屈 I;.'!:
ナル

28 IOJJ 2211 iiねどりむ社 教村梢報誌に掲載のため 展示屯 窄搬＇り：良 I.'.°!: 
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番サ t:i―I ,ii'/ B 申胡者 利用 □(Iり 巾 甜 物件 名

甲斐銚 f塚 古）ll 鋭 l;.'.( 

休験 イペ ント 丈施風娯 I.'.'!: 

岡j且跡 容岱Jf~上偶 l.'.'.( 

29 l lJJ l II 
l/10 KADOKA ¥VA'11条foll¥

r歴史，油本」201-1年12Jjりに掲載のため 甲斐銚-f・塚 古）l't・丸JIJ占J!'t 追跡・全屈 l.1.'.,:
版プラン ドカ ンパニー

甲斐銚 [-塚 ，1,Jti 木製品集合 I:.'.(

甲斐銚—f-塚占J(t 木製品II',I: 状況 l、,_'.(

30 12 Jj 311 （仰グレ イル 「古IJ't の地図 l~j~」 に掲載のため 甲斐銚 [塚 古Jtt 逍跡令);ti、,.'.(

甲斐銚f-塚 ，';Jl't 木製品II',I: 状況2、,.'.(

31 12 Jj 311 昨雄!11llll r手FIJ名古学H'll30りに掲叔のため 窮の前追跡 土器)lj]_設ii'.l構 I:.'/

32 12 JI 311 糸魚川di教rt委ll会
糸魚川フ ォッサマ グナミ ュー ジアムhもj沼 ;;:~11 C追跡 大珠 l.'.¥ 
掲載のため

33 12 JJ I 9 LI 県t梨技術セ ンター
山梨県11,1イiのデザイ ンソー スの編仏とア ー カ

i";iili池ji'.[跡 壺形 1・．器 I;.'_1:、
イプ構築のため

、/'・林2IJIJ't 金環 I.'.'!:

りと窮 ・姥塚追跡 iJ'(恵器 l.'.'!: 

身沈沢辿跡 木製品 I.•.'.,—• 

鰍沢Mi沿＇か ljl州と分令 l、,,',,:

岡ii'l跡 容器形」；偶2、1¥

人木）i追跡 l:f因I!.'.(

/J;(lllf I四業，•,':j校 1i1i追跡 深鉢形 I・．器 l.'.'!:

塩渚i1-・11;(追跡 釣手 I.器 l.'.'!:

ーの沢追跡 深鉢形上器2!.'!:

洒在場逍跡 深鉢形土器2.'.',(

,-_の・v-追跡 深鉢形上?.1i3,1,',(

火flllCji'l跡 深鉢Jf~ I:器 l.1.'.(

甲 ッ／）孔追跡 台付鉢形 L:器 I.'.'!:

悔迫1iiiC迎跡 f,j寸1本）f~ I: 閲怜 l 、•.'!:

上野1瓜辿跡 深鉢形 I:器 l.r.'.,:、

水11辿跡 "'谷逍跡l.'.'.( 

叩 （寸城跡 軒桟瓦 l!.'.(

泊存場追跡 .,. 鈴 3.'.'.(

Lの'I;追跡 I ー．偶 1 、•.',,:

古柳塚古Jtt
太））柄如 （レ プ リカ）

I.'.'!: 

、'i'の袖2lj-J/t 
太））環頭 （レ プ リカ）

I.'.'.,: 
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番号 rp J;1 日 rp J,'i 者 利用目的 巾曲'/物件名

杜野遺跡 u関（ レプリカ） I.'.'.( 

権現咄逍跡 泥塔 1/(

人塚古）it 鈴鋭（レプリカ） I !.¥ 

大塚古Jft 鈴釧（レプリカ ）l.'.'.0: 

3°1 I JJ l!JLI r:°:jlli.i ,!1教 ft委1l会 特別）1と「イノシシの考古学」展で使）I! するため ーの沢逍跡 深外形 I.悩I!.'.,:

ーの沢逍跡 釣手,~器l.'.'.(

災辿追跡 鉢形 I:器I!.',,:

I・. の'I;追跡 深鉢形 1器 I!.'.,:

安近、『追跡 深鉢形 J:悩I!.'.,:

原町悶業，心j校1iii追跡 深鉢If~ 上器!.'.'.(

LJLッJJ;(辿跡 深鉢形 L:器I.'.'.,:

’ 
大木） i追跡 深鉢形 I:器I:.'.(

化島Ill逍跡 深鉢形」・．器 1/(、

1-. コプケ逍跡 上製品 I;.'.(

宮のriii逍跡 釣手 —I: 器l.r.'.(

35 3 Jj 511 rti中II木村教ft委il会
f1H中II木村，誌歴史編 ｝）孔始 ・古代 ・中 111:Jに掲

洒呑場逍跡 ダイズ/HJ・ii・．器 2!.'.(
叔のため

36 3 JJ 611 久慈琥fi'il'.lj:物館
企1111j)Ji「縄文文化の＂赤＂と．．緑＂ ～占代のア

火神Cj且跡 雨飾 l.'.'.O: 
クセサ リーの彩り～」で使Illのため

37 3 JJ 911 人）J di教ft委u会 躇設展7Jミに利｝りのため 出瀬 l、:/)孔逍跡 in,; 跡 I/(

J.:.)1雌跡 調11'1><:令屈 l!.'!:

38 3 JJ I 8 II 森 fll敏 r甲斐古代紫族の系，消」に掲載のため 甲斐銚 [塚古瑣 追跡令屈 l.'.'.0:

39 3 JJ 1911 咋アト リエ ・NOA
テレビ番組 「趣味ときっ !J r~1宝に会いに行く

殿林追跡 深鉢形 I:器I.'.'!:
で放映のため

悔近1iriC追跡 深鉢形 I・．器 l.'.'.(

展示状況 殷；ド分；．令｝；し
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5 第27回市町村埋蔵文化財専門職員研修会

山梨県指定史跡等の修理（復旧）や復元事業等が例年実施される中、設計や桔算、監理等について、その仕組みや方法

を体系的に理解する研修会や溝習会等の機会がなかった。このような知識や技術を習得することは、発注 ミスの抑止

や文化財的価値を損な うよう な作業計画を未然に防ぐことに繋がると考えられるため、2014年度の市町村研修会とし

て、全 7回実施 した。会場はいずれも 山梨県埋蔵文化財セ ンター丸の内調在事務所であ る。

第 1回 9月26日 「文化財修理（復旧） 事業の歴史と現状」文化財石坦保存技術協会幹事 真鍋建男

第2回 10月16日「設計業務の流れ」雄測鼠設計株式会社 有井圭司

第3回 11月 6日「公共工事の知識 と文化財公共工事の特色①」 丸光建設（株） 望月秀洋

第4回 11月27日「公共工事の知識と文化財公共工事の特色②」 丸光建設（株） 望月秀洋

「史跡武田氏館跡の整備計画」甲府市教育委員会 佐々木 満

第5回 12月 4日 「文化財専門職員に求められる土木工事等の悲礎知識①」（公財）山梨県建設技術センター

望月古也

第6回 12月 4日「文化財専門職員に求められる土木工事等の基礎知識②」 （公財）山梨県建設技術セ ンター

望月吉也

第7回 12月17日 「山梨県の歴史的建造物の特徴J山梨県教育庁学術文化財課長 田中禎彦

「近憔甲斐の大地震と被災状況」元国立歴史民俗t曹物館客貝教授 北原糸子

「文化財保護法 と史跡の保存活用」山梨学院大学名誉教授 椎名快太郎

6 遺跡調査発表会

辿跡調査発表会は、山梨県考古学協会と共催で、上半期 と下半期の年 2回開催 している。県内の最新発掘忙報を広 く

県民に発信する場であり 、スライドなどを使用 したわかりやすい発表 となっている。 また、出土品や写真パネルのミニ

展示も併設 している。

02014年度上半期辿跡調査発表会 【参加者約80名］

開催Fl時： 2014年10月18日（土） 午後 l間30分~41時10分

間催場所 ：風土記の丘研修セ ンター 講旗

発表 l 甲1+1市：熊野八反田追跡（発表者 甲ヽ州市教育委員会 入江俊行）

古墳時代前期集落跡であり 、焼失住居と畑の一部と考えられる畝状追構が発見された。住居跡5軒、溝54

本、流路2本、土坑 l基、小穴41基が発掘された。

発表 2 甲府市：甲府城下町追跡相生小学校地点（発表者 甲府市教育委員会 志村憲一）

甲府城―|汁ur追跡の発掘調査と して、初めて城下町南端の二の堀外の武家屋敷跡を確認できた。建物跡の

中央部分から灯明受けJHL5枚が伏せられた状態で検出され、その内4枚の皿内から水晶片が出土 し、地鎮

に関係する辿構と考えられる。

発表 3 甲府市 ：甲府城跡委員会室棟地点（発表者 山梨県埋蔵文化財センター 正木季罪）

江戸時代前期の敷石辿構が発見され、分析の結果、辿構上には硫黄を含んだ水分が溜まっ ていたことが判

明している。当時の絵図 との照合で、城内に温泉に関係する施設が存在 した可能性が高 くなった。

発表4 南ア ルプス市：前御勅使川堤防址群（発表者 南ア ルプス市教育委員会 斉藤秀樹）

御勅使川旧流路右岸の梨落や田畑を守っ ていた堤防追跡である。明治31年に徳島堰から将棋頭まで石縦

提が染かれ、前御勅使川は役割を終え、同時に右岸を守ってきた堤防もその歴史に暮を下ろした。

02014年炭下半期追跡調Jiミ発表会 【参加者約80名］

開催日時 ：2015年3月14日（土） 午後 1時00分~4時10分

開1化場所： 山梨文化財研究所 大ホール
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発表 l 北杜市： 上原辿跡（発表者 北杜市教育委員会佐野隆）

発表 2 L~ り+I市：白山平経塚（発表者 帝京大学文化財研究所 櫛原功一）

発表 3 韮崎市 ：武田東畑追跡（発表者 韮崎市教育委員会 閏間俊明）

発表 4 都留市：谷村城（発表者 山梨県埋蔵文化財センター 網倉邦生）

発表 5 甲府市：甲府城下町辿跡駅前駐輪場地、1位（発表者 山梨県埋蔵文化財セン ター 御山光済）

‘ 

7 シンポジウム・講演会

シンポジウ ム・ 購演会と しては、考古学 と関連諸分野の研究者との連携により実施 した埋蔵文化財シンポジウ ムや、

その時々のテーマでの講油会などを実施し成果を上げてきた。平成26年度は、古培に関するシ ンポジウム 1回、窟士

山信仰に関する講派会 1回を実施した。

●シンポジウ ム 「古代東国と畿内王権 一甲斐中道古墳群の検討から一」 平成26年11月22日（土）

ェクスカーション （中道古墳群（甲斐風土記の丘 ・凶根丘陵公園内） 巡回）平成26年11月23日（日）

甲斐銚子塚古墳史跡指定85周年と大丸山古墳史跡指定を記念して、当埋蔵文化財センターおよび山梨県立名古拇物

館 と甲府市教育委員会との共催で実施 した。本年度は、史跡甲斐銚子塚古墳 1;fす丸山塚古墳（昭和5年2月28日）から

85周年にあたる。また大丸山古墳の告示や天神由古瑣の調壺成果も加わり本県の前期古墳に関する再評価と関心が高

まったこともあり 、文献や古道からの解釈、奈良との比較、最新の発掘成果等をテーマに研究者からの講演と史跡散策

を実施した。

〈報告 ・講演〉

報告l「I,文新の研究成呆ー天神山古瑣ー」平塚洋一 氏（甲府市教育委員会）

報告2「最新の研究成果―ー甲斐銚子塚占墳ー」吉岡弘樹氏（当埋蔵文化財セン ター）

報告3「甲斐の前期古墳をめぐる検討課題」小林健二 氏 （山梨県立考古栂物館）

報告4「甲斐の前期古瑣をめぐる研究史」宮澤公雄 氏 （（公財 ）山梨文化財研究所）

講演 l「畿内からみた甲斐の前期古培」水野敏典 氏（奈良県立樅原考古学研究所）

講派2「中逍古墳群の盛衰ー中期における大型古瑣の欠如ー」土生田純之 氏（専修大学）

講演3「文献から見た甲斐の古瑣時代」大隅泊I湯氏 （山梨大学）

●講浙会「信仰の山 宮士山 ～山梨 .,'i『r岡両県の発掘調査から探る～」 平成26年11月301―I(日）

山梨県内でこれまでに実施 して きた富士山信仰に関する調査成呆に加えて、 普段はなかなか知る機会のない静岡県

側の調査成呆を含めて、考古学的な最新の調杏成呆を広く 一般に知っていただくことを目的に開佃した。また、発掘調
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杏により得られた成果をどう還元 していけるのかなど、富士山信仰に関

する今後の調査の必要性や保設 ・活用のあり方について考えるきっかけ

となった。

〈総括と展望〉

「寓士山1言仰と考古学」坂詰秀一 氏（立正大学名誉教授）

〈事例報告〉

l 「富士山総合学術調査研究の概要と成呆」

堀内 真 氏（山梨県立博物館）

2 「考古学的見地からの富士山信仰について一 静岡県の事例を中心として一」

渡井英脊 氏（富士宮市教育委員会）

篠原 武氏（富士吉田市教育委員会）

野代恵子氏（当埋蔵文化財セ ンター）

講演会の様子

3
 
4
 

「遺跡にみる富士山の災害と信仰ー吉田口を中心に一」

「山梨県における富士山信仰逍跡の調壺」

8 知ろう山梨の歴史！山梨の遺跡発掘展2015

今年度から 「山梨の追跡展」は 「山梨の追跡発掘展」と名称を改めた。原則 として、2014年度中に県内で実施され

た発掘調査 ・普及活動などの成果を展示 したが、その前年度の発掘調査でありながらも未公開の優れた発掘品も併せ

て展示 した。この展示会は、県民の埋蔵文化財に対する理解と 、郷土への歴史的認識を深めてもらう場として師年開催

しており 、今年で 27回目となる。開催期間は 2015年3月7日-4月5日までで、県立考古博物館企画展示室を会場と

した。今回は、追跡の相互の関辿性、時代の連続性、辿跡の分布調杏、資料の活用等の視点から次の 5部構成の展示を行っ

た。第 1部は 「甲府城跡と城下町逍跡」と題し、近世城郭である甲府城城内及びその城下町の調査成果を紹介 した。と

くに甲府城跡県庁内委員会室棟地点では、発見された敷石追構や石組み水路等が温泉に関連するものと考えられ、近世

城郭内では極めてまれな事例として注目された。この追跡の見学会には県内外から 25 0名を超える多数の参加者が

集まった。また甲府城下町辿跡旧相生小学校地点の調壺では、城下町南端の二の堀外の武家屋敷跡を初めて確認する

ことができた。発掘された建物跡の中央部分から灯明受け皿5枚が伏せられた状態で検出され、その内4枚のITIL内から

水品片が出土している。地鎖の祭祀に関係する珍しい追梢と思われる。

第2部は 「縄文時代～古墳時代」と題 し、 縄文時代については、北杜市白川町の竹宇 1逍跡出上例をはじめ、出産土

器をテーマとする土器頚を展示した。また出産土器とは別に、土器の割れ口からダイズの痕が発見された竹宇 l追跡

出土の器台形土器や、破損 した蛇体装飾の断面からダイズ痕が見つかった北杜市長坂町酒呑場逍跡の土器（国指定重要

文化財）も展示 した。続く 古墳時代のコーナーでは、新たに県指定文化財となった国指定史跡銚子塚古墳出土の木製品

も展示した。

第3部は 「平安時代～江戸時代」と題 し、韮崎市宮ノ前造跡や富士河口湖町滝沢追跡などから出土 した平安時代の「製

塩土器」とそれに関係する展示を行った。また、武田信義も しくはその親族との関係が推測される鎌倉時代の韮崎市武

田束畑追跡や、県内初めての近匪陣屋跡調壺となった都留市谷村の谷村城などの出土遺物なども展示した。そのほか、

現在国の重要文化財に指定されている 「康和の経筒」に関連 し、経筒が発見された甲・州市の柏尾山大善寺東側の山林に

所在する経塚群である白山平経塚の最新発掘調杏の出土品なども展示された。

第4部は 「追跡と共存するために」と題 し、 埋蔵文化財の保存と 公共事業の両立を図る逍跡の分布調査事業等を、ま

た当セ ンターと笛吹市教育委員会の職員が東日本大震災復興支援のために、岩手県で復興支援にあたっている様子を

紹介 した。

第5部は 「発掘調査を活かす」と題 し、 当センタ ーがこの 1年間に県内外で実施 してきた教育普及事業を紹介した。

県内の学校への縄文土器作り休験や古代の火起こし1本験などの出前支援事業、甲府城跡とその周辺を視野に人れた普

及イベ ント の実施、初めての県外への蒋及活動となった兵庫県立考古博物館や静岡市立登呂博物館へのイベ ント 参加、

県立考古t導物館と共催 した数多くのイベ ント 活動等が写真パネ ルで展示された。
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9 広報誌「埋文やまなし」

第46号

当セ ンターでは、各地にII艮る地蔵文化財の発掘調脊を休験する 事業を行っている。

本りでは、広く 一般の方々に埋蔵文化財調査事業の、意味を知ってもらうとともに足下に眼る地域の歴史を学んでもら

う乳重な機会となっている 「発掘休験」に焦点を当てた特集号と した。発掘調究の進め方や調査を行 うと きの注紅・F

項などを紹介し、発掘調壺の大切さを知ってもらえるような内容とした。

第47号

本号は 、 当 センタ ー 史跡賓料判砂文諜の普幽•及活動で行ってい る •j_f業一つである 「出前支援授業」に焦点を当てた特：集号

とした。発掘調壺の成呆から多くのみなさんに山梨の歴史を知っていただくため、学校への出前支援（土器作り・火起

こしなど）や学校向け支援メ ニューの紹介、 県内外での古代体験イベ ントヘの参加など様々な収り組みを紹介 し、 支援

メニューを活用 していただく動機付けと なるよ うな内容と した。

1 0 県指定史跡甲府城跡活用事業

県指定史跡甲府城跡（舞餡城公園）は、平成 2年から県土整備部主禅で舞鶴城公園整備・j,:業に着手 し、 文化財の保設

と安全性の向上等を目的と して城内の整備を実施 して きた。2004年度には稲佃櫓が、2013年1文には鉄門が復元整備

され、公!Jf.Jされている。これらを拠点と して、地域活性化や甲府城跡の歴史的風格を似iめる こと を目的 として、 年間を

辿 して様々な活用事業を実施している。2014年炭は、甲府城跡や甲府城跡における石垣にどのよ うな文化財的価1直が

あるかについて、調査研究の成呆をもとに教育普及する活動と、城内での和楽器演奏会や鬼ごっこを通して広く県民に

甲J{.f城跡に親 しみをもってもらう 機会をつくる活動の 2種類のイベントを実施した。

・信玄公祭り関連「甲府城特別展」

稲M柏 2階では日本の郵便制度の確立に携わった人物の一人でもある杉浦譲に1尉する展示を行い、鉄門では関辿展

示と して、甲府城跡内や城下町を始め県内各所の写真が印崩されたポストカードの展示を行った。また信玄公祭り関

連イベン トである「甲 1ヽ-1-1寺子屈」において、八巻輿志夫所長（当時）が杉浦譲に関する溝油を行った。

・「春の鉄門展示」

5月18日（日）に復元整備 した鉄1―"j活用イベ ント を鉄門にて実施 した。鉄門 2階では迎い｝鷹羽など甲府城にまつわ

る絵柄を描いたプラ板製作を、鉄門入口付近では、千両箱の重情挙げ体験や、泥めんこを使った江戸時代の逝び体験を

行い、甲府城跡の歴史や江戸時代の文化に親しんだ。

・「ぶらっと城下町」

6月8日（日 ）に甲府市教宥委員会との共催にて実施 した。甲府城跡内の石垣と 岩盤の露出状況を観察 して歩き 、石

垣が岩盤に岩着 して構築されている こと で石垣が崩れにくくなっていること により 、文緑慶長期の石垣が大規模に残

ること に繋がっ てい ると考えられる こと を紹介した。県指定史跡の指定範囲外では、甲府城跡の北東部を東流する藤

川や、よ っちゃばれ広場の石垣齢1'1-',展示等を見学 した。

また当日は、県庁構内委員会室棟建て替えに とも なって発見された敷石逍構の見学会を行っており 、ぶらっと城下町

の参加者の多くも 、城郭の中で発見される ことの珍しい温呆辿構の可能性のある敷石を見学 した。

・「青空教室」（小中学生編、大人編 、マニア編）

7月末から 8月末にかけての夏休み期間に合計10回の小中学生編を、8月2日から 12月2日までの師月 2日に大

人編を、そして 9月15Flと11月15日の合計 2回のマニア編をそれぞれ実施 した。

小中学生編と大人編は、全国的にも稀有なほど大規校に残る文禄慶長期の野面栢み石垣がもつ文化財的価値につい

て、現地を歩きながら解説するものである。石積み体験キット 「石垣つめる君」を併せて活用する こと で楽 しみながら

石垣の構造や、石桔みの伝統技術について学習する機会となった。マニア編は石垣についての解説だけでなく、 江戸時

代初期 ・中期 ・後期の絵図と現地の辿構を見比べて歩き 、石垣の拡張や江戸期の修復珊由などについて意見交換を交
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えつつ学ぶ機会となった。

・「甲府城響宴」（和楽器演奏会）

11月15日（土） に鉄門 2階にて、 第一部と第二部の2回、実施 した。県立大学争illl部が涼奏を担当し、 復元された鉄

門のお城ら しい雰囲気の中で第、尺八、 三絃の演奏を合計約90人が楽 しんだ。復元整備された鉄門の中での和楽器液

奏を辿 して、 甲府城跡に親 しみをもってもら うこ とを目 的としたイベ ント であるが、演奏の合間に甲府城に閃するクイ

ズを挿入する こと で、甲府城の歴史や石垣の特徴などを学ぶ機会として も活用する こと ができ た。

・「甲府城で鬼ごっこ」

12月6日（土）に、稲荷I川輪にて小学生を対象に実施 した。公園整備事業に ともなって綺麗で過ごしやすくなり 、ま

た稲佃櫓などの復元整備が進んだ甲府城跡の中で鬼ごっこ大会を実施する こと で、甲府城跡に視 しみをもっ てもら う

ことが開催の主な日的である。

当「lは平安時代にまで起源が遡り 、明治期の古写真にも残る 「こと ろこと ろ」という 鬼ごっこを体験 した他、手つ

なぎ鬼や帥取り合戦方式のもの等、様々な形式の鬼ごっこを参加者が楽 しんだ。また、開始前に甲府城の歴史や非常

に古い時期の石垣が甲府城跡に残っていること を解説 し、 会場が買重な文化財の残る県指定史跡である こと の周知を

図った。

・視察、見学会

視察や見学会は、甲府城跡の歴史や石坦の価値を中心に、整備と活用事業の主旨を解説 し、 史跡整備への理解促進に

繋げた。大学等調壺研究機関や城郭または史跡整備を担当する埼玉県、愛知県、石川県、佐賀県の職員、甲府商工会議

所の視察や情報交流の機会を得た。

ぶら っと城下町 青空教室 （小中学生編）

青空教室 （大人編） 甲府城響宴 （和楽器演奏会）
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甲府城で鬼ごっこ 他県の史跡整備担当職員による視察

1 1 遺跡データ管理 (GI S) 

2014年度の追跡管理システム (GeographicInformation System)に登録 した辿跡の発見や範阿の変更については

15件であった。内訳は、辿跡の発見 (2.大月市大石辿跡、 3.大月市花咲用水閃辿辿跡、5.韮崎市夏目石水辿跡、7.

北杜市 蔵原東久保第二辿跡、9.南アルプス市十五所立石辿跡、14.山梨市笛吹川提防辿跡群、 15.山梨市 窪八幡神

社11=iネI:地跡） 7件と 追跡範間の変更修正 (1.中央市 上窪辿跡、4.山梨市 雲林追跡、 6.山梨市日下部追跡、 8.南アル

プス市下宮地辿跡、10.山梨市柿木田追跡、11. f:gi吹市身洗沢辿跡、12.山梨市屋敷辿跡、 13.山梨市浄居寺城跡）

8件である。

1 2 報告書PDF化（遺跡資料リポジトリ）

昨年度第 1集から第 28 7集まで実施 し、引き 続き平成26年）文は、第 29 2集、第29 3楳、第 29 7、第29 8 

集の4liltを山梨県辿跡賓料リポジトリヘPDFデータを提供した。

1 3 埋蔵文化財センター峡北収蔵庫遺跡まなび館

平成24年度から 3ヶ年事業の国庫補助事業を取り入れた辿物台帳整備や、発掘調杏報告，'{=などの図書の搬入整理を

行った。平成26年度現在で辿物の合計は 12.455箱を台帳に記載し、図書については 17.930llfj-を台帳作成した。

1 4 寄贈・購入図書

図内は、何年度約2.000~ 3.000 !Ill・ が寄贈 ・購入されている。寄罰図悶の内容は、全同の都追府県 ・市llil村教育委員

会から送付される発掘調杏撒告，！｝、年報、研究紀要、ti_1;,:物館 .1ft料館等の企圃展図録などである。その他にも業務に関

する考古学や歴史学の専門翡、学術雑誌を購入 している。

2014年度（平成26年度）は 2,776111}の図古を登録し、専111]ほ ・学術雑誌の購入は 72111}である。総登録数約 103,976

!Ill・ に大塚文庫約11.000Ill}を加えると約 114,976111}が収蔵されていることになる。登録された図青データは、図書：デー

タベース （マイクロソフト社データベースアクセス）で管理し、蔵畠の検索もできるようにしている。年々増加してい

< ril ,1:: であるが、収蔵スペースが不足し、 2008年度（平成20年1文）に古棚設岡場所を設けて 』棚6棚を増設し、 2011

年度（平成23年度）には 5棚増設した。さらに、2013年度（平成25年度）からは、使用頻炭が低いと思われる図書を峡

北収蔵廊辿跡まなび館へ搬出 ・整狸（台帳作成） している。依然と して閲覧スペースを含めた収蔵スペースの確保・整

備が大きな課題となっている。
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第11章 各遺跡の発掘調介等概要

ー

1

1

 

所在地

・JJ業名

調在）［）］間

調1疇 桔

担当者

記録保存のための発掘調査

甲府城跡（委員会室棟第3次）

甲府市丸の内一丁目 6-1 

県庁舎耐震化等整備・F業

2014年4月14日~6月30日

約300面

正木季洋 ・塩谷風季

本・F業は、県庁舎耐震化等整備事業委員会至棟建設工・Fに伴

う発掘，；胤査であり 、調在地点は山梨県庁の山梨県議会議事韮東

側、甲1付城内においては楽屋iJll輪束端の楽崖曲輪御門北東部に位附し、江戸時代の絵図では 「湯」・「水湯」・「湯出ル」．

甲府城跡（委員会室棟第 3次）位置図

「入湯場」などの記載とと もに）］形ない しは円形の追梢の記載がある地点である。今回の発掘調究は平成25年度の発掘

調介（以下 「2次調杏」） により確認された温泉関連施設と .jjf,定される敷石追梢の広がり 等を確認、することを目的とし、

2次調究区）晶囲の追加調在を実施する こととな った。 また、同年 4月7日に実施 した委員会室柚建設：範間北東部の確

泌調介により 、石組水路辿梢が確認されたことによ り、北東部の調企も合わせて実施 した。

2次調介によ り確認 した敷石辿梢の周囲は、旧委員会室棟の基礎や コンクリート埋設行等によりすでに掘削されて

おり 、敷石辿構に接続する追構は確認されなかったが、幽光X線分析による敷石追構内と辿梢外の上壌の成分を比較に

よると 、辿構内の土壌は辿構外より硫黄の割合が高い状況がみとめられ、 この硫黄は、温呆由米のものであるか自然由

米のものであるか不明な状況があるが、絵図 ・文献・同時期の温泉1月述辿構の調在事例 との比較とあわせて、敷石辿構

は、 「湯」・「温泉」に関連した辿梢である可能性が高いといえる。

4月7日の確認調査により発見 した石組水路追構 (H26-l号溝）は、北から南西方向に屈1111しており 、東側は欽塔基礎

により破壊されている状況を確認 した。H26-l号溝からは時期をl『定する瓦等の出土晶はなかったが、石材に加工され

た状況から江戸時代前期に構築されたものと考えられる。 また、溝中央部では、水路上に悩状の石が似かれており 、土

l\'1 の推栢状況などとあわせると、 II脊集であった可能性が高い。 I—126-1 号溝周辺では、明治期以降に構築さ れた暗渠 (H26-l

り•Iii~:梨）や土狩排水辿構などが多数確認されており 、江戸時代以降、調査区周辺から湧き出る水を処理するための施設

が複数構築さ れていた状況がみられる。

その他の辿構 として、敷石辿構の北側では石列 (H26-l号石列） 、北東部では溝状辿構 (H26-2号溝）、南西部では石

組水路 (H26-3号溝）が確認されており 、出土追物や屈所から明治期以降に構築されたもの と考えられる。 このうち

H26-2り溝は、南｛則を旧委員会痘棟の力蒻礎により破壊されていたが、溝内に樋状の木を組み合わせた管を有しており 、

2次調査により確認された H25-3砂溝とつながっていたと思われる。

発掘調究作業員による掘削 ・出録作業は 5月 16日で終了 し、5月26日 ~2 9 Flにはラジコンヘ リコプタ ーによ

る空中写真撮影および3次元測情を実施 した。

なお、敷石逍構は委員会室棟の枯礎構造を変更する ことによ り、現地に埋設保存される ことと なり 、保存域を土の う

により区両し、追構直上に寒冷紗を施設後、山砂にて保設隊を設け、山砂内に 「この下に文化財あり 」と記載した PPシー

トを施設 した。H26-l号構は一部が基礎により破壊がおよぶことから、構築石にナンバーを付けた上で収り 外し、 調査

区内のエ・F掘削による影脚のない地、点に埋設し、 6月に実施された基礎建設のための掘削工'Jfに際 しては立会調壺を

実施 した。
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1-2 

所在地

事業名

調査期間

溝壺面積

担当者

甲府城跡（本館ー別館間渡り廊下）

甲府市丸の内一丁目 6-1 

県庁舎耐震化等整備事業

2014年4月14日-6月30日

約 1OOrri 

正木季洋 ・御山亮済 ・塩谷風季

本事業は、県庁舎耐虐化等整備事業別館改修工事（本館別館間

渡り廊下建設）に伴う発掘調壺であり 、調査地点は山梨県庁別館

西側、甲府城内においては楽屋曲輪の西端に位骰する。今回の

発掘調裔は平成26年2月に実施 した渡り廊下基礎撤去工事の立 甲府城跡（本館 号IJ館間渡り廊下）位置図

会調査により 、埋蔵文化財が存在 している可能性があり 、また西側の平成23年度の駐輪場地点発掘調在において、地

表下2m以下までは地山層が確認できないほど深 くまで造成陪である ことがわかっていることから発掘調杏を実施す

ることと なった。

調査は、県庁内の通路確保の都合から、2区画 (1区 ・2区） にわけて実施した。 1区では東西方向のトレンチ を3

本設定 し(1~3号 トレンチ）、掘削後、土層観察を行った ところ、平成23年度財輪場地点発掘調査区 と同様に土星の

版築／習 と思われる辿戚土層を確認 した。 1・2号 トレンチでは土陪中に東に向かって傾斜する岡が確認されており、

古い段階の土塁の端部の可能性がある。辿成陪中からは江戸期の瓦がわずかに出土したほか、平安時代の土師器片も

出上 している。また、1区南側は造成附上に水道怜な どの後世の攪乱を受けているものの、集石や瓦溜まり が確認さ れ

ており、検出土附や出土追物から明治期以降に構築されたと考えられる。

1区南側、本館北側の 2区では表土除去後、4号トレンチを設定し、掘削を行ったが、電気配管や雨水排水管などに

より撒乱を受けており、 1区で確認された造成附は確認されなかった。

1区全景 1区南側

1号 トレンチ 2号 トレンチ
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1-3 

所在地

事業名

調査期間

調壺而栢

者当H
-
ー

甲府城跡（県庁構内確認調査）

甲府市丸の内一丁目 6-1 

県庁舎耐ぬ化等整備事業

2014年4月7日（委員会室棟改築工・Ji:)

2014年10月27日-11月4日、 12月20・21日

（県庁構内ーエ区外構整備工事）

約15面（委員会室棟改築工事）

約74面（県庁構内ーエ区外構整備工・ff)

正木季洋 ・塩谷風季（委員会室棟改築工・Jl)

正木季洋 ・柴田亮平（県庁朴IJ内ーエ区外構整備工市）

本・Jt業は、県庁舎耐震化等整備事業委員会室棟改築工事および県庁構内ーエ区外構エ'Ji-に伴う 確認調介であり 、地下

辿構の残存状況を確認し、 ・j;:業に必要なデータの収集と提示を行うことを日的としている。

《1. 委員会室棟改築工事》

調査地、1位は委員会塞棟建設予定範間の北東部、旧鉄塔西側にあたり 、甲府城内においては楽）丞1ll1輪東端の楽屋1111輪御

門北東部に位樅する。調杏は調在対象地内にトレンチを 3箇所 (1~3 T)設定 し、 屯機によ る掘削後、人力により 造

構確認と土J,:j観察を行った。

調究の結呆、1Tの地表下約85cmの地、点において束西方向にのびる石組水路を確認し、 lT西端以西は旧鉄搭建設

時に撹乱を受けている状況を確認した。

この結果を うけ、 4月17日より 委員会室棟第 3次発掘調壺を実施している。

《2 県庁構内一工区外構整備工事》

調介地点は県庁北別館周辺、甲）紆城内においては柳御門周辺および、楽屋曲輪北部と清水rl11輪 ・屋形曲輪南部に位

附する。調究は対象地内にトレンチを 9箇所 (1~ 9 T)設定し、屯機による掘削後、人力 により辿構確認と土附観察

を行った。

調壺の結果、楽屋1U1輪一i,『水曲輪間の仕切門脇の石垣根石 (1T)や柳門周辺の石垣根石 (5T)、階段 (7T)、石垣

裏栗 • 土培 ( 2 · 3 T)などが確認されている。

今回の確認調査とこれまでの調査記録から、県庁構内ーエ区外構整備工事対象範間の甲府城跡に関する追構は、工事

実施にあたり、十分な保設）腎が確保されることを確認し、現地に埋設保存されることとなっている。

斗勺戊 26年度甲府城跡県庁構内確認調介ー邸

')(叉名 ¥a ，悩介 11.fIリl ,,1介地 !.'!: 歴 史的 位 ii,'. 9月fi:1f11!/i(ni) 拙削 深 li[(m)辿梢検illfは1文(ml 検出 追¥,'I/ 検11',追物 flu 考

IT 1域祁年 III 7 II 委ll会・,;;棟.It/り 牙¥/;打Ill輪 ;;.5 0. 邸 0.85 ィ涌l水蹄 札

委il会屯棟 :!T 、I'成26りIJI 7 II 委ll会＊．棟-ltvり 楽kl1ll1帖 8 I 11 なし Ji 

改染 I'Ii
1成 lGりIJI 7 II 委ll会屯棟.1じ11り 梨屈1111帖 凡 Ill以堺建，凸時の

:JT 12 l:i なし
撹，ILを受ける

lT 
'I'成26ir. 10 JJ 

外構 1-1エリア
楽h/1111+;;-i,'i・水

o:l 11 0.8~ 1"11協ィi.hl JL柑I 此
27・2811 1111帖I/IHIり）1"1 

2T t成16り10111711外構 1-1エリア );{/杉1111輪），'dill偵,, 7.2 I.I 0 ~ I J;t 1-L 

:lT fi£1fiりIOII 1811 外構 1-2エ リア
);!)杉1111帖ー楽松 L(j I.I 0.Y 公栄 Ji 
1111帖1::1イ,.hi

IT 平成刈り IOII扮II 外構 1-1エリ ア 射形1111輪 12-8 1:1 0.9 I J;¥ 札

県Jj枯l村 IJs: 
・1'成26年 10JI 

外構屹fluI・Ji 5T .!O・31 II 
外構 1-1エ リア 柳l"I周辺 15.1 11 OJi -I ィ，hi.公栄、凡湖 凡

GT 'I'成,Ii年1111111外t/1/1-2エリア
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1-4 

所在地

事業名

調究期間

調在而栢

担当者

甲府城跡（県庁構内立会調査）

甲府市丸の内一丁目 6-1 

県庁舎耐震化等整1,m・F業

2014年4月9日~2015年3月30日

約2.01Orri 

正木季洋 ・柴田亮平:. 塩谷風季 ・長田隆志

本・]!:業は、県庁含耐震化等樅備市業（別館改修工事、県議会談

・j,: 党委員会室棟改築Tー事、県庁構内一工区外梢整備工市、県庁構

内ニエ区外梢整備工加 に伴う立会調介であり 、今年炭は主に県

庁別館および北別館周辺、甲府城内においては柳御門周辺 ・楽

屋曲輪御殿 ・清水血輪と屋形1111輪の南端部に該当する箇所での調査を実施 した。調査の結呆、楽屋曲輪御殿に関する

傑石や石列、石組水路、土塁版築附、瓦淵りなどを確認した。礎石や石列、石組水路等の辿構は、協議の上すべて埋設

保存とし、出土瓦は全てlill収した。

iヽ9、

、"'．、
w¥,- → 'f.. 心..

(2)-2別館改修電気設備工事立会（西門東）石列 (4)-1別館改修機械設備工事ガス管（別館東）

(7)委員会室棟改築電気設備工事（委員会室棟南西） (8)-2別館改修電気設備工事立会（別館北西）石列
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(9)-9ーエ区外構整備電気設備工事（北別館南）

(11) -1別館改修機械設備工事（別館北西）石組水路

~ 
(11)-4別館改修機械設備工事排水設備（別館南西）

(1 1) -1別館改修機械設備工事（別館北西）石列

(11) -7別館改修機械設備工事（別館北東）礎石

(1 5)ニエ区外構整備植栽工事（東門北緑地）追手門石垣
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1-5 

所在地

事業 名

調査期間

調壺面積

担当者

甲府城下町遺跡（中央分離帯地点）

甲府市丸の内一丁目 2-9隣接地

甲府駅南口周辺修屈計両事業

2014年12月1日~12月5日

30m 

吉岡弘樹 ・浅川一郎

調究地点は甲府駅南口にある 三角形状の中央分離幣（植栽喘）

の南東部であり 、甲）f寸城西側の柳御門前に位岡する。当該串業

により当中央分離帯が撤去され道路に改修されるが、当地か周

知の埋蔵文化財包蔵地である甲府城下町逍跡に該当すること力、 甲府城下町遺跡位置図

ら、 2014年8月20日に試掘調壺をおこなった。その結果、江戸期と思われる面に約 1.8m間隊で並ぶ土坑が3基確認

された。当該事業が緊急を要することから、試掘調査の結果を受けて急速、県土整備部、学術文化財諜、埋蔵文化財セ

ンターによ る協議がなされ、平成26年12月1日から 12月5日までの期間をもって記録保存調査を実施 した。

調査にあたっては、中央分離幣内である ことから道路占有許可を山梨県知事より 、逍路使用許可を甲府警察署長より

取得 した。また、調査対象区域をガードフェンスで囲んだ上、シ グナルチューブを設置 して夜間に点灯させた。

調査は重機により 表土を除去したのち、世界測地系座標による基準杭の設悩を行った上で、人力による掘削、精査を

行いながら辿構や土層堆積状況を確認・記録した。

土層は上位より、柏栽用盛り 土 （層）厚50cm)、二附に分層できる砕石層（層厚70cm)があり、その直下の地表下

120cmに江戸期の土層が認められた。江戸期の土岡は黄褐色部分をパッチ状に含む灰褐色土で亜角～亜円礫を多く含

む。礫径は 5cm未満が多いが、10~ 20cmの礫も散在している。調査区南部をさらに 30cm程度深掘り したところ

灰褐色から暗灰色、さらに灰色へと変化していた。いずれの層も小亜角礫混じりであった。

追構は土坑4基が検出された。4基の土坑は南北方向に 1列に並びその間伽は l.8m(l間）であることから柱穴と

考えられる。4基の柱穴のうち、北側の 3基は試掘調査時に検出されたものである。なお、南側の 2基は東部が調査区

外になるため、完掘できなかった。柱穴の平面形は隅丸方形、円形、不定形とさまざまである。覆土は黒灰色で堅い。

深度は 15~ 20cmと浅い。深度が浅い ことから柱穴の底部に近いところと 考えられる。底部に近いところであるこ

とから平面形が祝なっている可能性がある。調査区内において辿物は検出されなかった。

調査地点は甲府城の柳御門に隣接する ことから、この直列 した柱穴は当地点に塀ある いは柵があった可能性を示唆

する。これは当地点の性格や甲府城跡および甲府城下町遺跡の全体像を考える上での貨重な成果となるものとみて間

違いない。今後は、来年度以降に図而整理や絵図による検討を加える予定である。

調査地全景（東から） 試掘時の遺構確認状況
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1-6 

所在地

市菜名

調在期間

調壺面柏

担当者

大坪遺跡

山梨県甲府市桜井町634-3他

国道 140号緊忍道路整備改築事業

2014年7月7日-8月8日

200n1 

吉岡弘樹 ・浅川一郎 ・小田切崇

大坪辿跡は山梨県甲府市東部の桜井町～横根町に広がる奈

良 • 平安時代の大追跡である 。 標高は 260m前後で、甲府盆地

北縁に位岡 し、北には秩父山地が迫っている。当追跡は 1975年、

1982年、 1994年、2000年と発掘調壺が行われてきた。中でも 大坪遺跡 位置図

1982年の調奔では、内面底部に 「甲斐国山梨郡表門」と刻害された甲斐型土器が出土 し、 当地が 『和名類緊抄』に掲載

されている山梨郡表門郷に入るということが確認され、古代郷配附の研究に大きな影評を与えた。また、当辿跡の周辺

では、北側に積石琢で有名な横根 ・桜井古墳群、東側には川田瓦窯跡と桜井畑追跡、西側には奈良時代の小金銅仏が出

土した東畑遺跡など古代から平安時代の追跡が多数立地する。

本調在は国道 140号緊忍道路整備改築事業にともな うもので、平成25年8月に実施された試掘調査により辿構・ 追

物が検出されたため、記録保存調査をする こととなった。調査地点は十郎川匝交差点北西隅であり 、地形的には笛吹川

扇状地と御坂山地から南流する十郎川土石流扇状地の境界付近にあたる。現地表面の標高は約261.5mである。

調査は試掘の成果に甚づいて逍構検出面直上まで重機により表土を除去 し、その後は人力により 掘り下げながら調

究を進めた。調査区には 1辺が 5mの正方形のグ リソドを設定した。追構の調査は上層セクション図、エレベーショ

ン図、 逍構平面図、辿構内レベリング等を行い、遣物については直径 5cm以上のものについては位t置データを計測した。

測砿法は逍り方測贔で、グリッド杭に水糸を張り測量基準線とした。なお、調査範囲か狭小なため、 調査区を北東部と

南西部に分け、反転して調査をおこなった。

悲本附序は上位より、 表上層（約20cm)、II創黒褐色土爵 (10~20cm)、暗茶褐色土層 (10~25cm)、淡茶褐色土陪 (10

~25cm)、明茶褐色土陪（逍物包含層：60cm)、オ登褐色土層 (10cm以上）となる。なお、靡厚は北東部で薄 く、南西部で1厚い。

調査の結果、竪穴式住居 4軒、溝状追構 2条、土坑 2甚と近代のぶどう栽培の痕跡である暗渠やぶどう棚の柱痕（ピ ソ

ト）が検出された。第1号住居跡は隅丸部分のみの検出で、甲斐型編年のIX・X期に比定される甲斐型杯及び盆が出土

した。第2・3号住居跡は重複 しており切合い関係は不明である。双方の住居跡から細片化した平安期の杯が出土し

たが詳細な時期を特定するのは難しい。第4号住居跡は第 2号溝状遺梢を切る形で一部分のみが検出され、平安後期

の杯片か少糀出土した。第 1号溝状造構は、全長約5.5m、幅約 lm、深度10~ 20cmであり、今回の調査における最

古の出土品である古墳時代須恵淵大甕と長頚瓶の破片や多くの甲斐型土器片が出土した。本調介で出土 した追物の大

半はこの第 1号溝状造構より出土したものであり 、出土状況から破菓したものと考えられる。第2号溝状辿構は、全長

約 Sm、111u¥1.2 ~ 1.5 m、深度約20cmであり 、逍物は出土 しなかった。また、不規則に西側の壁付近に杭列がみられた。

第 1号土坑は栴円形で坑底は平底で壁はやや急傾斜を持っ て立ち上がっている。出土辿物はV11期に比定される杯や高

台杯が出土している。第2号土坑は試掘調壺時において検出されたもので、 当区域の発掘調壺実施の決め手 となった

土坑である。平面形は不整円形を呈 しており、坑底は平坦で壁はやや角度を持っ て立ち上がっ ていく 。逍物は出土し

なかった。

整理作業は 2014年12月から 2015年3月までの 4ヶ月間に渡り 実施 し、 2015年3月に報告書を刊行した。
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1-7 身洗沢遺跡（笛吹スマートインター

チェンジ建設事業 ：予備調査）

所在地

・j,: 業名

笛吹市八代IIIT南地内

笛吹スマートインターチェンジ建設事業

2014ifc: 7月3日~9月30日

510面

調査期間

調介而栢

担当者 篠原貞史 ・ 網倉邦生 ・ 柴田硲平 • 新津茂 ・塩谷風季

今回の調査は事業により影評を受ける埋蔵文化財包蔵地 「身

洗沢辿跡」の範囲確定を目的としている。大規模開発であるため、

笛吹市建設部、教育委員会、中1二1本翡速道路株式会社八王子支社、 身洗沢遺跡（予備調査）位置図

山梨県県土整備部、山梨県教有委員会学術文化財課、埋蔵文化財センタ ーの協議により調介が尖施された。予備調査は

面的に調壺した優先調介区域と、トレンチ調介に分けられる。

①優先調査区域

調在の結呆、溝状追構が 3条確認された。また、この一ヽ常は開褐色土と灰色砂が互陪状に堆柏しており 、幾度も水害

に製われていた ことが明 らかになった。

調究区の南西側は谷地形を呈 し、調究中も常に水が涌き出てくる状態であった。ここか らは、）火色砂陪を中心に、 古

墳時代後期の土器やホゾを穿った建築部材などの木製品が確認された。 しかし、これらは流れ込みと考えられ、同一II寺

期であるか不明である。調査区の北東側はやや高い地形になっており、水の湧く 蘭 も比較的少ない。ここから は 1サ

溝状辿構が検出された。毅土には砂礫とシルトが堆梢しており、そこから多輩の土器が出土 した。土器は平安時代の

土師器 ・須恵器 ・灰釉陶器が大半である。これらは磨耗 しており、流れ込んだ府料と雅測される。そのため、辿構の年

代は不詳である。 また溝の掘込而より下の黒色土附から、弥生時代後期の土器片が多く出土し、赤彩の高杯や壺などが

確認された。 さらに北東側の調往区からは溝 (5溝）を検出し、毅上から弥生時代後期の土悩が出土 した。今回の調究

では確認できなかったが、集落に隣接した可能性も考えられる。

② トレンチ調査

(I)高速道路南側

南側の現況地形は南に向かって高くなっている。土li"'iは黒褐色土と灰色砂が互陪状に堆栢しているが、細かい谷が

入り込んでいるため 、 距離数 m の隣り合う トレンチで土｝科が大きく 5~, なっていた。

北側の側道沿いからは黒褐色土｝習から辿物が出土した。 トレンチ 21では溝状追構が検出されており、その覆土から

は弥生II一．『代後期の土器が確認されている。 トレンチ 19からは深さの異なった土層より辿物が出上した。下層からは

出土した土器は弥生時代中期の可能性が考えられる。また トレンチ26からも複数の土附から辿物が出土 した。以上

のことか ら、側道沿いを含む北束佃j(トレンチ 18-29・42・43)について、本調究対象範囲と判l祈した。なお、この

箇所は複数の時期の追物が確認されている層があり 、2面の文化／習を持つと判断 した。南西側の箇所からは姐物、辿構

は確認されなかった。そのため、この一幣（ トレンチ 30-41)について、本調査対象範間から外すと判断 した。

(II)高速道路北側

{:j速道路の北側の引き込み線箇所（ トレンチ 6-17、44-49)は、安定 した堆枯状況が確認されたが、逍構 ，追物

は確認されなかった。そのため、この一帯について本調査対象範阿から外すと判断した。北側の県道拡幅箇所（トレン

チ 1-5)からは黒色土陪から辿物（弥生時代後期の土器）が出土した。この範囲は 1989年に行われた調杏箇所に近接

しており、出七辿物の時期を考應すると、以前の調杏で確認された辿跡の続きと判断した。これらを考慮 して、この

俯について本調査対象範囲 と判断した。
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1-8 

所在地

・JT. 業：名

調究期間

調究而柏

担当者

身洗沢遺跡（笛吹スマートインター

チェンジ建設事業：本調査）

笛吹市八代町南地内

笛吹スマート インターチェンジ建設事業

2014年12月16日~2015年 1月30l=I 

532rrl (A区： 38lni、B区15lrrl)

篠原真史 ・網倉邦生 ・柴田亮平 ・塩谷風季

身洗沢辿跡は、笛吹スマー トインターチェンジ建設・F業に関

わり 、2014年 7月3日から 9月30日に県埋蔵文化財センター

が予1鼎調査をお こなった結呆、施工範囲内における調森対象面 身洗沢遺跡（本調査）位置図

桔が確定 した。本調査は県近313号沿いである A区と中央自動車道の側道（北側）沿いである B区、中央自動車道より

南側の C区に分かれる。今年］文は、A・B区を対象に本調査を実施した。

発掘調壺によって、弥生時代後期の辿構・造物が主休となって検出された。以下に調査成呆を報告する。

A区の調在地点 2と5からは、焼土の純層が検出された（焼土狼中 1・・2)が、焼土lf,1の）ばさは非常に薄い。焼土媒

中 1は、黒色土岡の上附、焼上集中 2は、黒色土層と黄灰色細砂1普の間から確認された。黒色土陪からは弥生時代後期

の土器が主体的に含まれ、焼上梨「ド1の周間からは弥生時代後期の個体資料が出上しているため、焼土集中は該期の辿

梢と判断される。 また、調杏地点 2からは、下端が平坦に加工された木柱が 3枯確認された。木柱は lm感党で並ん

でおり、建物に伴う柱痕とも考えられるが、伴出辿物がないため、時代は不詳である。

B区は、予備調壺と隣接する B-1区と道路を挟んだB-21区に分けられる。B-lli.は、東から洒に向かって緩や

かに下っており、その迎中で傾斜を柚切る形で 3条の溝状逍構を検出した、1号溝状追構は、断而形状が漏斗状で中央

部分が忽激に落ちている。毅土は砂礫とシ ルトが堆栢 しており 、砂礫層の中には、摩耗 した平安FLか代の土器片（土師器・

須忠器 ・灰釉陶器）が含まれている。構築 した追物の大半は平安11が代に婦屈するが、底に近い場所では古墳時代の土器

がわずかに確認されており、辿構の出土時期は古瑣時代まで遡る可能性がある。残り 2条も 1号溝状逍構と同様の方

向へ伸びているが、検出面はより下）習であり深さ 1.0m程である。断而は llll状である。辿物はほと んど確認できなかっ

たが、投上は後述する弥生時代後期の土器の包含）料であり 、該期の辿構 と推定される。1号溝状辿構の北東側には、深

さl.Om程の黒褐色 シルト）r1 から弥生 II一が代後期の土器が出上しており、壺 ． 甕 ・ 台付甕 ・ ,•,':jJ:不などが確認された。

今匝の調査ではA・B区の双方で弥生時代後期の土淵が出土しており 、当時の生活域が広範囲に広がっていたこと

が明らかになった。次年度に調査予定の C区（高速迎路南側）からも該期の資料が出土すると予想されており 、今回の

成果はこの地域の生活を明らかにする上で重要な資料となろう 。

身洗沢遺跡 B区全景 身洗沢遺跡B区 6号溝状遺構
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1-9 

所在地

・Jf業名

調究期間

調査而枯

担当者

堂地遺跡

山梨県大月市大月町花咲地内

国道20号大月バイパス改築事業

2014ij:: 5月261]~12月26日

約940面

田D明子 ・篠原真史 ・加々美鮎実

本辿跡は大月市南部、桂川左/",lの河岸段丘上に位似する。辿

跡の西側には標高約463mのむすび山があり 、辿跡はそのふも

とに立地する。周辺は現在、近年の宅地造成に伴う盛り上によ

り平坦面になっているが、宅地造成以前は桂川へ向かってゆる

やかに傾斜していた。調在区の標此iは約376mである。

堂地遺跡位置図

調介は 1~4区に分けて実施 した。その結果^ 、現地表から約0.5~ 1.5m下のスコリア を多く含む馬褐色土層（陪／騒約

30cm)と、その下附である現地表から約 1.5~ 1.8m下のス コリア を少晟含む黒褐色土附 (],:j]t,f_約20cm)より縄文時代

前期、中期の土器片、打製石斧等の石器が出土 した。辿梢確認面は、スコリアを少品含む黒褐色土爵の下で、 3区と 4

区で縄文時代の土坑をそれぞれ l悲確認 した。3区1号土坑は直径114cmの円形で、深さは 60cmであった。毅土中よ

り縄文時代前期の土器片が 3 、•~(出土 した。 4 区 1 号土坑は円形を呈 し、 直径 1 0 1cm、深さ 54cmであった。 股土中より縄

文II寺代中期の土器片2点、凹み石1}. ば、欠損した石lUlが 1点出土 した。また、その他として 2区と 3区で縄文時代より新

しい時代の風倒木痕をそれぞれ u占確認 した。

今回の調脊では住居跡は確認、されなかったが、縄文時代前期・中期の辿物が偏り :l!lf,く辿跡全体で出土 していること

から辿跡の周辺に集裕が存在していた可能性が考えられる。

堂地遺跡遠景（東から）
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1-10 

所在地

事業名

調介期間

調究面梢

担当者

花咲用水関連遺跡

由梨県大月市大月 111r花咲地内

国道20号大月バイ パス改築事業

2014年7月14日-8月14日

約255面

田口明子 ・篠原貞史 ・JJII々美鮎実

辿跡の所在する 花咲地区は、紐子峠 ・梢八山 を水源 とする箭

子川が、祉士五湖の一つである山中湖を水源 とする桂川へと 合

流する地点に当たる。花咲用水関連辿跡はこの笹子川から南へ

300mほどの山裾に立地 しており 、調杏区の北端を JR中央線の

線路が束西に延びている 。 調査区の椋心•j は約 37 0111 である 。

調査区内には、追跡の西方約3kmにて怖子川より取水する 「化咲水路」（地図上での名称）から分岐した水路が南北

方向に 2本流れている。そのうちの束側を流れる水路の両脇にある平地にそれぞれ トレ ンチを設ii'.i:して調査を進めた。

調究の結呆、水路西側に設附した トレンチについては現地表下2m以下まで盛り土が堆桔 していた。盛り土中からは

石臼2、1―'せの他、近代以降の陶磁器片が出土した。水路東側の平地に設佃したト レンチからは、現地表而下90cmの近机の

面より 、礎石とみられる石が 4、しばと木柱根l点が南北に一列に並んだ状態で確認された。礎石は南から半間（約90cm)、

l間（約 180cm)、半間の間協で並んでいた。また木柱根が発見された場所の近 くから は近枇の陶器の振が出土 した。

この礎石と木杜根ば性格不明ながら水路脇にて確認されたため水路との関連が考えられる。

•一..,.,

ぞな三が-:・:::之、---・ 雪立ジ；一 ・

花咲用水関連遺跡全景（上が北） 礎石 ・木柱根出土状況（南東から）
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1-11 

所在地

事業名

調杏期間

調査而栢

担当者

大石遺跡

山梨県大月市大月町花咲地内

国道20号大月 バイパス改築・Ji架

201511:=.1月61」~3月31日

約325rri

田口明子 ・篠原真史 ・加々美鮎実

本辿跡は大月市南部、邸川山からむすび山へ とつづく尾根の

北麓に立地している。調究対象地は近年まで水田として土地利

用されており 、現在は平坦而となっているが、旧地形は、南（山

側）から北へ向かって傾斜している。 また、逍跡の 300mほど北

側では征子川が東流している。調査区の椋裔は約370mである。

調査は、I-I26年炭から I-I27年度にかけて継続 して実施する予定となっており、今年度は対象となる区域3,280面の

うち約750面について屯機に よる表土はぎを実施し、その うちの約325面について人力にて掘削 ・粘査を行った。

調介の粘呆、現地表から約2.5m下の地、点で追物蝕含陪 を確認した。包含陪中に縄文時代早期末、弥生時代中期、古

代の追物が混在している。今回調資を行った約325面においては東側の方が追物の出土贔が多い傾向がみられる。包

含）習の下陪では砂礫附の堆積が確認された。今年）文の調査では辿構は確認されなかったが、風倒木痕が1基確認さ れた。

Y
 815/Dl/OC 

立｝

調査風景 遺物出土状況
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1-12 

所在地

事業名

調査期間

調壺面柏

担当者

谷村城

都留市巾央二丁目 1-1

甲府地方家庭裁判所都留支部新庁舎建設事業

2014年8月4日~ 12月3日

約2.381 rrl (約527面：第 1~3而、800rri:第4面）

網倉邦生 ・塩谷風季

谷村城は甲府地方家庭裁判所都留支部の敷地内に位置する。

辿跡の周問は国道 139号線沿いに市街地が広がっており 、西側

には勝山城跡（中世 ・近世、城館跡）や城の腰追跡（弥生時代、散

布地）、東側には谷村の北条火台（中世、城館跡）がある。 谷村城位置図

今回の調査は、甲府地方家庭裁判所都留支部新庁舎建設事業に伴う発掘調壺である。平成21年度に都留市教育委員

会が裁判所の敷地内で試掘調査を行い、近憔の追構 ・追物を検出 したため、本調査が実施される ことになった。調査に

先立ち実施した、平成26年6月30日の現地協議（東京高等裁判所、学術文化財課、埋蔵文化財センターが参加）により 、

調査範囲な どを相互に確認 した。発掘調査は、平成26年8月4日から開始し、＇主に 4つの逍構面が検出された。（第 3

面の下において追構面（第 3而下）が確認されたが、範囲は限定的であった。）

第 1面は、地表下約0.5mに位置 し、石列辿構 1基、敷石造構 l基、通路状追構 l基、水路 l基、礫梨中2基、土坑 l基、

溝状逍構 2基、瓦溜 3基が検出された。伴出した逍物から、第 1面は近代に比定される。第2而は、地表下約0.7mに

位岡し、道路状辿構 l基、土坑14基、焼土某中 5基、瓦淵 5基が検出された。伴出 した追物から、袷2而は近世 ・近代

に比定される。第3面は、地表下約 1.0mに位附 し、石列追構 1基、礫媒中3甚、土坑43基、溝状追構7甚、焼土集中 1基、

炭化物集中 1甚、瓦溜 1基が検出された。伴出 した辿物から、 第3面は中世．、近枇に比定される。第3面下は、地表下

約1.5mに位岡 し、 礫旗中 1基、土坑 4基、溝状遥梢 2基が検出された。伴出 した追物から、第3面下は中世、近世に比

定さ れる。第4面は、地表下約 1.8mに位置 し、 土坑88基、溝状遣構8某、炭化物集中 1基が検出された。伴出 した追物

から、第4面は平安時代、中世、近世に比定される。

第 1而で検出された 1号石列造構は、緑色凝灰岩の切石を南西から北束方向に 7列敷き 、その両側に溶岩の切石を迎

設している。この形状の石敷きは大正時代の写真にも 見られる こと から、遺構は該期に使用されていたと 考えられる。

第2面の道路状追構は、固囲の地盤より高くなっており 、表而が硬化 している。また、大菰の瓦が投棄された瓦溜が検

出されているが、ガラス瓶なども含まれている ことから、近代に比定される。第3而の 3号溝状逍梢は平坦面を内側に

向けた礫が向きあう 様に並べられており 、その内側に砂礫層が堆積 しており 、水路と して用いられたと 考えられる。 7

号溝状追梢も砂礫層を覆土に含んでいるものの、平面形状は不連続であることから、一段階古い水路である可能性があ

る。16号士坑は建物に伴う穴蔵（地下室）と考えられる追構である。追構底面からは炭化種実が出土 した ことから、食

物の備蓄｝屯としての機能が想定される。追構の覆土からはサザエやシジミなどの貝や動物骨などが出土しており 、穴

蔵として使用を終えた後に、 食物残滓を投硬する ための穴と して用いられ、埋没したと考えられる。第4而は調査区

西側を中心として南北方向に走向する猿橋溶岩が分布 している。溶岩の堆積が厚くない東側に追構が構築されている。

88号、113号、 115号、125号、130号、154号土坑の底面からは礫が出土 しており 、礎石を伴う 土坑である可能性を

有しているが、礫の高さ は均ーではない。

今回の調介によって、近世から近代に至る段階で盛土造成がされているため、近他の逍構面が保存されている ことや

猿橋溶岩の間囲に平安時代、中世の逍構が構槃 されている ことが確認でき 、追構は検出されなかったものの、縄文時代

の追物も出土 した。検出された複数の時代の逍構は、追跡外に広がっている ことが予想さ れる ことから、周辺地域の開

発に際 しては試掘調査を行わなければならない。また、甲府地方家庭裁判所都留支部の敷地内の開発行為については、

立会調査を含めた対応が必要である。
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遺跡全景 ：中央が調査地点、奥は勝山城 第 1面 1号石列遺構

第3面 1 6号土坑（穴蔵） 第3面 3号溝状遺構 （水路）

谷村城第 4面平面図
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2 整備事業に伴う調査

2-1 県指定史跡甲府城跡石垣整備事業

所 在 地 甲府市丸の内一丁目 地内

事業 名 舞鶴城公園石垣復元補修工事

調杏期間 2014年4月1日~2015年 3月31日

対象而積 308rrl 

担当者 宮里学 ・正木季洋 ・久保田健太郎

甲府城跡は、戦国時代末期の文禄慶長期に築城された城郭で

ある。1873年の廃城以降、中央線の敷設等により城祁の規模が

； 
I 

↓ 

縮小されたが、 城内には築城期の野面積みの石垣か良好に残っており 、1968年には県指定史跡となった。県土整備部

による舞鶴城公園整備事業にともない、 1990年から石垣の整備を行っ ている。1990年から 2004年にかけては石垣

の解体と柏み直しによる改修工事等を、2005年からは、詰石による補強等を中心とした石垣補修工事を実施してきた。

2014年度は、坂下門跡周辺石垣、銅門跡南面石垣、天守台穴蔵入口南面石垣の 3地点を施工対象 とし、県指定史跡甲

府城跡調査検討委員の指導を得て実施 した。作業は、事前測罹の跡、仮設足場を設憧 し、 番付、事前写真記録、石垣消掃、

施工前調査、施工方法の検討、施工、施工後の確認、記録を教委監督員が常駐の うえ実施 した。

事前調査成果

実施 した 3地点の石垣は、いずれも 1590年代初頭に構築された甲府城築城期の石垣である。使用されている石材は

安山岩で、特に坂下門跡周辺石垣においては、巨石が用いられる傾向がみられる。輻約12cmの四寸矢穴によって粗割

りされたものもあるが、大半は野面石である。また、坂下門跡周辺石垣や銅門跡酎面石垣では、築石のスベ リ形状が顕

著であったため、詰石の弛みや欠落が顕著であった。

施工内容

(1)詰石補修Jこ事

弛んだ詰石の叩き締めや詰石欠洛部分への新材詰石による補強、控えの短い詰石の控えの長い詰石への交換によっ

て、築石相互の接点を増やし、石垣の安定化を図った。 また、将来公園利用者に石片が剥離治下することがないよう、

築石表而の浮きの除去を行った。ただし、将来剥離する ことが懸念される範囲が大きく 、それを除去すると、例えば石

垣の出隅を構成する築石の形状が大きく変わって しまうなど、 景観上の間題が生じる場合等においては、 一旦剥離 した

浮き部分をポ リマー系セメントモルタル (DKボンド）によって再度接着 し、 累観に変化が生 じないよう 配慮 した。

(2)石垣改修IrJ;: 

坂下門跡周辺石垣（東而石垣）において、南端入隅部分の天端付近で顕著な卒み出 しがみられ、 裏栗石の流出も著し

いことから、該当部分の解体と桔み直 しによ る改修工事を行うこととした。解体に伴う調査の結果、 裏栗石附中に成長

した木株や根が裏粟石層 と築石を押し出したことや、 裏栗石層が目詰まりを起こしていることが、変状の生じた主な炭

囚であると推測された。控えか短 く損偽か著 しい築石 2石を新材に交換 した他は旧材によって梢み直 しを行い、 施工

を完了した。なお、当該地点は近代（明治初期）に修理腹歴をもつ石垣である。

(3)根石鍬出部分の保設

銅門跡南面石垣を清掃したと ころ、 一部で根石の蕗出と 、根石直下の岩盤の風化によってオーバーハン グした根石が

発見された。当該石垣は園路に面 しているため、公園利用者の安全確保の観点から、石垣の前面に盛土するなどして岩

盤の風化を抑止し、 根石付近に土圧をかける必要があると判断された。県指定史跡甲府城跡調査検討委員会による検

討の結果、銅門跡南面石垣の前面に土留石垣を構築 し、 植栽帯とする ことで、根石直下の岩盤の風化抑止と根石への土

圧をかける役割を負わせる ことに決定し、施工 した。甲府城跡においては鉄門下東面石垣等において、 岩着 した根石を

腰石垣によって保設 しているとみられる歴史的な石垣の補強事例がみられることから、今回の施工方法は甲府城跡に

おける根石保設方法として妥当なものであると判断された。
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施工前測量風景

施工方法の検討

改修工事対象石垣（解体前）
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銅門跡南面石垣における根石露出状況
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石材維持管理カード作成補助

施工風景

改修工事対象石垣（積み直し後）

土留石垣による根石保護状況
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3 

3-1 

所在地

調壺期間

調＿禿面枯

担当者

県内分布調査

都市計画路「古府中環状浅原橋線」

街路事業に伴う試掘調査

甲府市中央二丁目 12-19

2014年6月4日

約10面（調壺対象而桔約100面）

吉岡弘樹 ・浅川一郎

・F業予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である甲府城下町辿跡

内にあ ることから試掘調査を実施した。試掘地点は 「NTT甲 試掘調査位置図

府・支店西交差点」の北束隅であるが、平成25年度には同交差点北西隅の発掘調在がなされ、粕錬辿構などが検出され

ている。試掘調査は重機により南北約1.3m、東西8m、深さ 80cmのトレンチを掘削したのち人力により 精査し、土

/,;,1の観察と辿構 ・逍物の有無の確認を行った。 トレンチの東側 3分の 2では約30cmのコンクリートの下に陪厚約

20cmの茶褐色粘質土陪があり、その下に江戸期の追構面が認められた。江戸期の追構而において、トレンチ東端から

約90cmの地点で南北方向の甲府上水の支線と考えられる木樋が検出された。木樋の上には径30cm以上の扁平な巨

礫が益状に附かれていた。また、辿物と して染付腕と鉄釉が施釉された陶器片が出土 した。 トレンチ西側 3分の 1はコ

ンクリートの下は攪乱層であった。樅乱）屑からは溶けたガラス片などが検出されており甲｝府空製の痕跡と考えられる。

試掘調査の結果、辿構 ・辿物が検出されたため、発掘調壺を実施する必安がある。

3-2 

所在地

調査期11¥J

調在而桔

担当者

甲府駅南口周辺地域修景

計画事業に伴う試掘調査

甲府市丸の内一丁目 2-9隣接地

2014年8月20日・ 9月19H 

約29rrl(調査対象面栢約800面）

吉岡弘樹 ・浅川一郎 ・小田切祟

当該・JT業により甲府駅南口にある円形の植栽帯とその南の三

角形状の植栽幣 （中央分離．』沿 ）が解休され逍路に改修されること

となったが、当地が周知の埋蔵文化財包蔵地である甲府城下町

辿跡の範囲に該当する ことから試掘調究を実施 した。 試掘調査位置図

調究は地下埋設配管を避けて、円形地幣に 1本、 三角地幣に 3本のトレンチを設定し、巫機により江戸期 と判断され

る}¥'71位まで掘り下げた後に人力により 精望tして造構 ・追物の確認を行った。土附堆栢状況は、上位より盛り土、砕石、

賠茶褐色土、江戸期 と考えられる1陪貨褐色粘質土が認められたが、トレンチ底までコンクリート 基礎や攪乱が見られる

部分も広く確認された。辿構として、甲府城柳御門に近い三角地幣南部東側で、深度1.2mのII在黄褐色粘質土面上に約1.8

milり1裕で並ぶ方形の土坑 3基が検出された。追物は検出されなかった。

試掘調査の結果、三角地帯南部束佃lの土坑が検出された周辺は発掘調壺が必要である。その他の地点については追構・

辿物の検出はなく攪乱も激しいので発掘調査の必要は無いが、甲府城跡に隣接する地域であることから工事施工時に

は立会が必要と思われる。
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3-3 

所在地

調査期間

調査而積

担 当者

新山梨環状道路東部区間

建設事業に伴う試掘調査

甲府市小訓HJ地内

2014i'f-8月25日~8月29日

約478.2rri (対象面積約 16.500111)

吉岡弘樹 ・浅川一郎 ・小田切崇

串業対象地は既存の埋蔵文化財包蔵地に指定されてはいない

が、 事業地域が広域にわたるため学術文化財課、 新環状 • 西関東

道路建設事務所、埋蔵文化財セ ンターの協議に基づき埋蔵文化

財の有無確認のための試掘調査をする こととした。 試掘調査 位置図

調査は、地下埋設の水管を避けてトレンチを 14個所に配置 し、 菫機により自然堆積膚と判断される府位まで掘削し

た後に人力により精査 して土層の観察を実施した。

全てのト レンチにおいて約60cm-100cmの厚い表土および耕作土がみられた。 この表土は泥炭などがブロック

状に混入している ことから圃場整備が行われた際の客土と考えられる。ここまでの層位からは弥生時代後半から平安

時代までの土器片が散見できたが客土に含まれていた逍物と解釈できる。客土の下位には砂層が見られる ことが多く 、

砂層の中に現代のゴミを含むトレンチもあった。砂層の下は自然堆積とみられるII音褐色の砂質土や粘質土か堆栢して

いたが、この層位からは追構 ・逍物は検出されなかった。

以上から、今回の試掘調壺の範囲においては埋蔵文化財保設のための発掘調査は不要であり 、工事に着手 して も差 し

支えないと判断される。

3-4 

所在地

調査期間

調壺面積

担当 者

国道 141号絵見堂交差点

改良事業に伴う試掘調査

韮崎市藤井町駒井 • 藤井町北下條地内

2014年9月24日

約24.75rri(対象面桔約368面）

吉岡弘樹 ・浅川一郎 ・小田切崇

事業対象地が周知の埋蔵文化財包蔵地である宮ノ前第 4逍跡・

宮木追跡の範囲内に該当するため、中北建設事務所、学術文化財

課、埋蔵文化財セ ンターによ る協議に基づき埋蔵文化財の有無

確認のための試掘調査を実施 した。なお、平成25年度には、当

事業における用地買収済み個所の試掘調在を実施 している。

調査は3条のトレンチを重機によって掘削した後、人力により精査し、土層の観察と逍構・辿物の有無確認を行った。

その結果、表土屑の下に、角礫を多く含む茶褐色粘質土陪や淡茶褐色粘質土層、橙褐色土層な どの他に部分的に砕石層

が見られた。その全ての層は他所から搬入転圧されたものである。逍構 ・造物の検出はなかった。

当該地は、すでに土地の改変がなされており良好な土陪堆積状況は観察できず、逍構 ・追物も認められなかった。 し

たがって、埋蔵文化財の発掘調査は不要であり、工事に着手 して も差 し支えない と判断される。
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3-5 西関東連絡道路建設事業に

伴う試掘調査

所在地 山梨県山梨市東地内

調介期1廿l 平成27年3月11日

調査面桔 14.5面（調査対象面積310rri)

担当者 御山亮済 ・加々美鮎実

調査地点は、荒神山の束麓に位骰 し、 四側には笛吹川支流の西

川が流れる。標高は約383.0mを測る。当地点は、周知の埋蔵文

化財包蔵地外であるが、周辺に丸山追跡や下河原辿跡などが隣接

する ことから 、平成27年2月5日の現地協議に基づき 、試掘調在 試掘調査位置図

を実施する こととなった。調査では、 1j1;J1.0 ~ 1.2m、長さ 5.5~7.5mの試掘溝を 2箇所 (1・2号トレ ンチ）設定し、屯

機を用いて掘削したのち、人力による追構確認および土）界観察を行った。調壺対象地東端に設定 した1号トレ ンチでは、

地表而下 3 0 cm まで現代の耕•作土 ( 1 号 トレ ンチ 1· 2/M) が堆柏 し、 その下層には地表而下 1.2m まで近現代の河川堆柏

とみられる砂礫I・汁(1号トレンチ 3~131171)を確認 した。1号 トレンチ 14/罰i;おいて、やや しまりのある砂）習が 10cm

ほど堆梢しており 、旧河床と考えられる。調査対象地西端に設定 した2号ト レンチでは、地表而下20cmまで 1号ト レ

ンチで確認された現代の耕作土 (2号 トレンチ l附）が堆積 している。その下附では、地表面下2mまで畑地造成時の客

七(2号 トレンチ 2~6附）が原＜堆柏 しており 、1号 トレ ンチ とは様柑が大きく異なる。1・ 2号トレンチとも 、屯機に

よる深掘りを尖施 し、1号トレンチでは地表面下 1.3m以下、2号 トレンチでは地表而下2m以下に径70cm以上の巨

礫を多く含む砂礫層が堆栢していることを確認 した。いずれの試掘溝においても追構および追物は確認されなかった

ため、保設拮;;りは不要である旨を報告した。

3-6 県営住宅富浜団地駐車場

整備事業に伴う試掘調査

所在地 大月市富浜町鳥沢3263-1

調査期間 2014年4月28日

調査面柏 約 18rrl(対象而桔約500n-i)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

＇ド業予定地が周知の埋蔵文 化財包蔵地である南堀之内辿跡の

範圃にある ことから試掘調究を実施した。昭和54年には、当該

地の北に隣接する 2号棟の建設に伴う発掘調査が当埋蔵文化財

センターによって実施され、平安時代の住屈跡、土坑、北石逍構 試掘調査位置図

および辿物が検出されている。調査は、ガス管、水綺、地下共同溝などの地下埋設避けて、平坦部に巫機により 2mx

3mの トレ ンチを 3本掘削して土層の観察や辿梢、辿物の布無確認を行った。

第1トレ ンチでは、表土）fl: (20cm)の下に、ややしまりの無い黄褐色土層があり 、その下に粘性 ・し まりが強い茶褐

色土附 (10cm)が検出された。 さらにその下方からは粘性 ・しまりに麻み炭化粒子と焼土粒子を含む茶褐色土附が認

められたが辿構・辿物の検出は無かった。第2トレ ンチと第 3トレ ンチでは、表土附の Fは辿成による撹乱や コンク リー

卜塊などが検出されたのみで良好な土）料は観察できず、辿物も認められなかった。

試掘調究の結果、一部で良好な土層が見られたが姐構 ・辿物はなく 、ほと んどの地域が造成により樅乱されて しまっ

ている。以上から 、発掘調杏は不要であり 、エ市に沿手しても差 し支えないと判断される。
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3-7 県営住宅一宮団地駐車場

整備事業に伴う試掘調査

所在地 笛吹市一宮IIIJJ益田590-1

調査期間 2014年6月11日

調壺而桔 約10面（対象而枯約980m)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

•jf業予定地が周知の埋蔵文化財鉱蔵地である北中原辿跡に該

当する ことから試掘調査を実施した。平成 5-6年には当該地

の北に隣接する 一宮団地 3号棟 .4号棟建設に伴う発枷！調査が

当埋蔵文化財セ ン タ ー によって実施され、 縄文 • 平安 ・中枇の追

構 ・辿物が検出されている。

試掘調査位置図

試掘調壺は工事計画で掘削深炭の深い南部に重機で 2本の トレンチを掘削 した後、人）Jにより精壺し辿構 ・辿物の

tf無確認と土層の観察を行った。第 1トレンチは長さ 3m、輻1.7m、深さ 1.2mを掘削し、第 2トレンチは長さ 3m、

1111,¥ 1.5111、深さ 1.2mを掘削した。両トレンチともほぼ同様の上fl'r)堆桔状況であり 、30cmの表土陪の下は、部分的に

埋設行や砕石層および攪乱府が見られたが、主に1/JJ茶褐色土を枯質とする亜円礫の巨礫｝科や舟黄褐色砂礫陪であった。

これらの礫料や砂礫爵は金川の扇状地胤栢物である。両 トレ ンチとも辿物包含｝習に相当する土附はな く、辿梢 ・追物

は検出されなかった。従って、 J-'11蔵文化財の保設拮似は不要であり 、工事に着手 しても 差し支えないと判断される。

3-8 

所在地

調i'l:期間

調査而柏

担当者

県営住宅八田団地駐車場

整備事業に伴う試掘調査

南アルプス市徳水 1690

2014年10月1日

約10.5rri(対象而栢約600rri)

吉岡弘樹 ・浅川一郎

·j~ 業対象地が周知の埋蔵文化財包蔵地である坂の上姥塚辿跡

の範囲内にある こと から、建築住宅諜、営繕課、学術文化財課、

埋蔵文化財センタ ーの協議に桔づき試掘調査を実施することと

した。 試掘調査位置図

試掘調杏は工事計画で掘削深度の深い2号棟の南で東西 2カ所にトレンチを設定 し、 屯機により掘削の後、人）Jに

よる精査を行い土層の観察を実施 した。両 トレン チとも長さ約3.5m、幅約 1.5m ・深度約 1.2mを掘削 した。土陪は

30cmの表土層とその下位のII釦黄褐色土附が認められた。下位の暗黄褐色土層は非‘常に堅く 、数 cmの砕石が多数祝

入していることから、団地造成時に盛り土され強く転圧されたものであると考えられる。両 l、レンチからは辿構 ・辿

物は検出されなかった。

試掘調査の結果、表七の下は深くまで建物造成時の堅 く転圧された盛り土層のみで、良好な土陪堆桔は確認できな

かった。辿構 ・追物の検出もなかった ことか ら埋蔵文化財の保設梢岡は不要であり、エ・Ji:に滸手 して も差し支えない

と判断される。
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3-9 

所在地

調介期間

調介而栢

担当者

韮崎警察署穴山駐在所移転

新築事業に伴う試掘調査

1伯11奇叶i;'C Lli IIIT 4 316-2 

2014年6月9ll 

約23面（対象面栢約9ln-f)

吉岡弘樹 ・浅川一郎

・j,: 業対象地が周知の埋蔵文化財包蔵地である能見城跡の縁辺

部にあたることや術尻姐跡の隣接地であることなどから、学術文

化財諜、山梨県警察木部総務奎、埋蔵文化財センターの協議に砧

づき試掘調卦を実施することとした。

試掘調査は、重機に より建物の建設予定位憐に東匝方向の 2本の トレンチを掘削し、人力による粘介を行い土層の観

寮を行った。第 1トレンチは幅約 1.5m、長さ llm、深さ 1.2mを掘削した。表土下は所々で深くまで攪乱が見られた。

良好な土｝習が観察された地点では、ヒ位より茶褐色上陪、黄褐色土IMが確認でき、トレンチ西端では地表下 lm以深に

肖・堆柘と思われる御岳第一1怪石附 (Pm-I)が認められた。第2トレンチは幅約 1.5m、長さ 7.4m、深さ 1.2mを掘削し、

第 1 トレンチ同様の茶褐色十:1~·1 、 黄褐色上M を確認 した 。 また 2 本のトレンチの増面の観察から、土附は地表面とは異

なり東南東方向に緩やかに傾斜していることが確認できた。なお、調杏地点は周囲の地形から判断して、過去に住宅を

建設するために北部を掘削し、緩傾斜地を平坦化していると息われる。 トレンチで確認された土flv)の傾斜方向が原地

形の傾斜方向であろう 。

調介の結果、逍構 ・辿物は検出されなかった。従って、雌蔵文化財の保設拮悩は不要であり 、エ・Fに沿手 しても 差 し

支えないと判断される。

3-10県立かえで支援学校分教室体育館

建設事業に伴う試掘調査

所在地

調杏期間

調査而桔

担当者

笛吹市石和町中川1400

2014年9月11日

約47面（対象而粘約800面）

吉岡弘樹 ・小田切娯

・J,: 業対象地の敷地の一部分が狐原辿跡に該当することや近隣

に古瑣が点在することなどから試掘調壺を実施した。

対象地は甲府盆地東部の金川左i陰の扇状地に位悩し、金川の現

流路に近接する。調壺は、地下埋設の水行を避けてトレンチを 3 試掘調査位置図

個所設定し、重機で掘削した後、人力で梢壺して土層の観察を行った。第1トレンチでは上位から盛土附、砂陪、II彰茶

褐色粘質土陪、黄褐色土附、砂礫陪が観察さ れた。第2トレンチでは、上位から盛土｝罰、砂礫附、砂陪、砂礫附が観察さ

れた。 第 3 トレンチでは、 上位から盛土層 、 砂附、砂礫層が観察された。•最下層の砂礫／粋は 5 ~ 30cmの亜円礫を主休

とし、トレンチ底まで厚く堆柘していた。いずれのトレンチからも辿構 ・造物は検出されなかった。

試1!叫調介の結果、埋蔵文化財の発掘調介ぱ必要なく 、工事に府手しても差 し支えないと判断される。
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3-11 県立農業大学校有機圃場

整備事業に伴う試掘調査

所在地 北杜市長坂111r長坂上条3251他

調在期間 2015年2月25日 ・26日

調杏面柏 約190面（対象而桔約1000m)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

'Ji: 業対象地は周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、近接して洒

呑場追跡がある こと などから試掘調査を実施 した。

・]T業の概要は、農業大学校敷地中央付近の旧氾舎および旧豚舎

の残イf建物と地下構造物を撤去し、敷地南部の農業機械‘足習JmJ場 試掘調査 位置図

にある土の上部を客土 して有機圃場とするものであり 、圃場の北東部に小規校なプ レハブの建設も計画 してい る。

試掘調壺は有機圃場予定地に 3条、客土取り用の股榮機械実習圃場に 2条の トレンチ を設定 し、 重機により掘削の

後、人力による梢森を行い土陪の観察と追構 ・追物の有1熊確認を行った。有機圃場予定地では地表下160cmまで掘削

したと ころ、表土の下はト レンチ底まで火山,,負出物（ローム）\'•1) が堆柏していた 。 そのうち、地表下 50cm 前後からト

レンチ底近くまでは約 10万年前に降下 した御岳第一軽石 (P m-I)が堆桔していた。辿梢、辿物は検出されなかった。

なお、調査地は周囲の地形から判断して、東から西へ緩やかに傾斜 していた ものを 、東部を蔽大 3m程）文掘削 して平坦

化したと考えられる。農業機械尖習圃場は原地形では南から北へ傾斜 していたが、南部を数mり』削し北部は犀 く客土

して‘ド坦化したこと や機械実習により掘削と埋戻 しが繰り返されている場所である こと を事前に削 き取り で確認 した。

トレンチは地表下140cmまで掘削 しところ、トレンチ底まで火山哨出物が堆梢していた。安定 した堆積を示す部分も

あったが、客土と思われる附相や機械実習に よる攪乱が広く認められた。逍構 ・追物は確認されなかった。

以上から、埋蔵文化財保護のための発掘調査ば必要なく 、工事に着・手 しても差 し支えないと判断される。

3-12国営施設機能保全事業（笛吹川沿岸

地区）に伴う殿林遺跡の埋蔵文化財

包蔵地の範囲確認調査

所在地 甲朴l市塩山」て荻）以地内字殿林203他

調在期間 2015年2月9日 ・10日 ・12日 ・13日

調査面栢 約50rri(対象而柏約50面）

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

農林水産省関東農政局西l及l束土地改良調査管理事務所笛吹川

沿痒支所（以下、農水省笛吹支所と略す）は国営施設機能保全事

業(・'Ii..成24~ 33年度）として、昭和40年代から 60年代にかけ

て笛吹川の両iぷに敷設された農業）Tl泄漑水路および関辿施設の改修を実施している。

試掘調査 位置図

・F業対象地の随所が周知の埋蔵文化財包蔵地に該当する こと が確認 されている。 このことから、 典水省笛吹支所と

学術文化財諜、埋蔵文化財センターとの協議に基づき 、周知の埋蔵文化財包蔵地の一つである殿林辿跡において地権者

より発掘調究承諾古が得られた個所で範囲確認の調在をする こととした。

調在地は重川や文殊川の段丘而で南西方向に緩やかに傾斜 しており 、調壺地の南部からは重要文化財に指定されて
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いる杓利式土器が出土している。土地利用はモモの呆樹園がほとんどである。

調査手Jili'Iは、承諾の取れた農地に 1.5m x 1.5 mのトレンチを 17個所設定し、果樹の樹根に注忍しながら人力により

掘削と粕在を行い、土層の観察や辿構 ・辿構辿物の有無確認を実施し、後に現状に復した。

各トレンチの土層観察を実施した結呆、深浅の差はあるものの表土＋耕作土の下に淡茶褐色土｝曽あるいは賠茶褐色

七附、黄褐色」消J習、陪茶または掲色い晋が確認された。貨褐色」―:},; 呼と II脊茶褐色土層は風化の杓しい花岡岩が多く入り硬

化面を呈している事から地山附と1/E定される。この硬化而は深炭0.5-1 mで検出される。辿物の出土は少な く、 第5・

11号トレンチより縄文中期の土器片が数点、出土した。辿構は第11号 トレンチで七坑 2某が淡、「・［＼褐色土を掘り込んで

確認され、第13号ト レンチから は黄褐色士の硬化面よりピ ットが検出された。周辺の調究やllrlき取り調査により 、重

要文化財に指定 された［り利式土器の出土地近くに設定した第 4号 トレンチから南の文殊川へ下る斜而は、急傾斜地で

あったものを地権者によって埋め立てられ緩傾斜の果樹園と して整価された ことが確認された。

今阿の調介区画は住居跡も検出されずその他の追構や辿物も少ない事から殿林追跡の縁辺部にあたると考えられる。

3-13 

所在地

瀾究期間

調究而桔

担当者

国営施設機能保全事業（笛吹川沿岸

地区）に伴う安道寺遺跡の埋蔵文化

財包蔵地の範囲確認調査

叩+I市塩山下粟生野202他

2015i:f2月16日・18Fl・l9Ll・20日

約 30面（対象而桔約30面）

吉岡弘樹 ・野代恵子 ・浅）II一L!l5

牒林水酌省関東農政局西関東上地改良調介管理事務所笛吹川

沿i;と支所（以下、農水省笛吹支所と略す）は国営施設機能保全・F

業 (,,"j_成24~ 33年度）として、 II(:{和40年代から 60年代にかけ

て笛吹川の両摩に敷設された農業）廿訛漑水路および関連施設の改修を実施している。

・ル公

試掘調査 位置図

・Ji: 業対象地の随所が1吋矧の埋蔵文化財包蔵地に該当する ことが確認されている。このことから、農水省笛吹支所と

学術文化財課 、埋蔵文化財セン ターとの協誠に基づき 、周知の地蔵文化財包蔵地の一つである安堂寺辿跡において地権

者より発掘調査承諾苫が得られた個所で範囲確認の調査をする こととした。

調介地は屯川の段丘面で南西方向に緩やかに傾斜 している。上地利用はモモを中心とした呆樹園である。

瀾査手順は、水諾の取れた股地に 1.5m x 1.5 mのトレンチを 13個所設定し、果樹の樹根に注舷しながら人力により

掘削と粘査を行い、 土隊の観察と辿構 ・辿物の有無確認を実施 し、 後に現状に復 した。

各トレンチの土附観察を実施した結果、表土＋耕作土の下に第 1-:----第4トレンチではII脊茶褐色土の堆積か見られ、そ

の下方に黄褐色土が存在した。第2トレンチにおいては住居跡と思われる土色変化が増而底l面に認められた。第5・6・

7トレンチは調壺対象地の南部にあたり、営農活動のためかそれぞれ辿った土附が観察された。第10~ 12トレンチ

では表土＋耕作土の下にやや締まりのある茶褐色土があり 、第12トレンチでは土坑が 1基検出された。さらに、第12

トレンチからは茶褐色土陪と黄茶褐色土附に挟まれて巡い焼土も確認された。追物は縄文IIが代中期を中心とした上器

類 ・石器類が全ての トレンチより 多数出土 している。また、 llFJき取り調査により当地は営農に力を入れており、地権者

によってかなりの深度にまで土壌改良が行われていることも判明した。

今皿の調究区両は第 2トレンチにて住居跡の存在が想定できたり全てのトレンチから土器類が出土 したりすること

から安道寺辿跡主要部分近くにあたると考えられる。
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3-14曽根丘陵公園整備関連に伴う

試掘調査

山梨県甲府市下向山IIIT地内

2014'.fj?. 5月19日-23日

約44面（対象面積約44面）

所在地

調奔期間

調査而秘

担当者 網倉邦生 ・篠原貞史 ・浅川一郎 ・柴田亮平

新津茂

曽根丘陵公園内にあ る鍋弦塚の東に隣接 して凹地（洛ち込み地

形）が複数確認されており 、地下式坑の可能性が指摘されていた。

今匝、その性格や内容を把握するため、凹地の 1つについて試掘

調在を実施した。

凹地群は着根丘陵上の地形面と甲府盆地の低地を結ぶ斜面に形成された小規校な緩1項斜面に位似している。今回調

査 したのはだ，＇根丘陵公園内の園路に最も近い凹地であり 、その平而形は 4.93mx 3.16mの桁円である。

人力により 掘削 して落ち込みの内部の土府を観察 したが、 表土陪下で地下式坑の天井部に比定可能な地山附が検出

されず、ビニール片などを含むしまりのない暗褐色上府が認められた。そこで、落ち込みの底部を確認するため、重機

で凹地の西側から地山にかけてトレンチを掘削したと ころ、凹地底下0.6mで直径0.2mの丸太が 3本南北方向に長庫'"

を向けた状態で検出された。丸太の下にはブルーシートが敷かれ、 その下に自然堆栢の地山罰が確認された。

以上から、今回調査した凹地は地下式坑ではなく 、公園整備時に、地盤を安定させるために行った土留め工部分が陥

没したものであると考えられる。なお、本調査地点の周囲には複数の落ち込みが確認されており、これらは辿構の可能

性もあるため、工事施工II寺には立会調任を要する。

3-15県立都留興譲館高校第一期建設

電気設備事業に伴う立会調査

所在地

調査期間

調査而柏

担当者

山梨県都留市上谷5丁目 7-1

2014年6月5日

約 lOrrl(対象而桔約 10面）

吉岡弘樹 ・浅川一郎

事業予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である三ノ側辿跡にあ

ること から立会調査を尖施 した。

工・Fはハンドホール用縦坑と電気配行用管路溝の掘削である。

ハン ドホール坑は 2m四方を深さ最大1.4mまで掘削した。ほと

んどが既掘削による樅乱／界であっ たが、縦坑の南東而の一部は新規に掘削され良好な土隊堆栢が観察できた。そこで

は、上位より 、約20cmのアスフ ァルトおよび砕石罰、II音茶褐色土附、黄褐色土）粁、II酎貨褐色土lr'Iが観察でき たが、追構

や追物の検出はなかった。また、当初予想された溶岩には逹 しなかった。

管路溝は1111,ilm、長さ 6m、深さ 60cmを掘削 した。アスファルトおよび砕石の下は、既掘削後の砂質または砂礫質

の埋め戻土であ り新規の掘削はなかった。
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3-16駒沢川改修事業に伴う立会調査

所 在 地 笛吹市鎖目 526-3他

調在期間 2014年4月10日

調在面積 約l2ni (対象而栢約 12面）

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

事業予定地が固知の埋蔵文化財包蔵地であ る熊野南辿跡お よ

び桐田辿跡の範囲に当たるため、立会調査を行っ た。現状では河

川の両岸は コンク リー トと 石積みの混在 した擁墜になっ ている。

工事は既存の擁壁を撤去 し、新規に全域を コンク リー ト壁にする

ものである。その際、川幅を拡張するために左岸を 50cm程度

掘削する。

立会調査位置図

調査は左i心において、工事区間の両端 と中心付近の 3カ所で トレ ンチを設定 して行った。直機により石栢みの擁壁

を輻約 1.5m、奥行き 50cmの範囲で河床ま で約2m掘削 したのち 、断面を粘査 し、 追構 ・辿物の有無や土層堆積状況

の確認を行った。第 1トレンチ（南端：下流）および第 2トレンチ（中間）では約20cmの表土の下に3附が確認できた。

第 1層は茶褐色砂質土附でありやや絞まりにかける。第2層は暗茶褐色砂質土層であ る。第3附は茶褐色粘質土を基

質とする5-10cmの亜円礫層であり 、この礫は河床礫 と同じ梢成である。なお、第2層 まで部分的に攪乱が認めら

れた。いずれの層からも逍構 ・逍物は検出されなかった。第3トレンチ（北部 ：上流）は表土の下は石桔み時の裏込め

の礫であり 、全面が攪乱されており 、迎物も検出されなかった。

以上から工事区間には追跡はないと考えられたため、現地で工事を進めても 差 し支えない旨を伝えた。

3-17日川外浚渫事業（管理用道路建設）に

伴う立会調査

所 在 地 甲州市勝沼町下岩崎 ・等々力地内

調査期間 2014年11月5Fl~2015年3月18日

調査而桔 約9000rri(対象而積約9000rri)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

日川外浚渫事業用の管理用道路を日 川のぶどう 橋～野呂橋IHJ

の左岸に建設する こととなったが、事業対象地には周知の埋蔵文

化財である「 日川水制群」 のうち7基の水制が存在 し、 工事掘削

により水制の外観が検出されるため、工事立会を実施する ことと

なっ た。

立会調査位置図

本事業では、日川水制群は現状を維持 しつつ保設陪で覆っ たのち現地保存する設計となっている。立会調壺では重機・

人力による法面掘削作業 ・消掃作業の後に水制の石積み状況や周囲の状況を観察 した。

その結果、ほぽ表面に水制の天端が確認さ れた。水制の周囲は約2m以上の原い表土＋堆柏土の下に地山層である黄

褐色土屑が見られた。遺物の検出は:l!!f,かった。

立会調査の結果、当該工事は計画 どおりの施工がなされたため、水制群の保設には支障はなかった。
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3-18火打石急傾斜地崩壊対策事業に

伴う立会調査

所在地 南巨摩郡南部11rr福士23400

調壺期間 2014年6月2日 ・12月24日

調査而梢 約 20面（対象面桔約20n-i)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

事業予定地は周知の埋蔵文化財包蔵地である火打石辿跡にあ

たる。エ・Fの概要は 山地斜面基部を掘j'jljして擁墜を建設するも

のであ るが、掘削地の一部が平坦地である ことか ら、立会調査を

実施 した。
立会調査位置図

6月2日の調資では、事業予定地内の平坦地において 3本のトレンチを掘削し埋蔵文化財の確認を行なった。 トレン

チは輻約 lm、長さ約 2mで 、 掘削深度はそれぞれ 70cm 、 100cm 、 130cm であ る 。 いずれのトレンチでもエ ·t~用整

地土および表土の下は数 cm-10 cm程度の角礫を多く含む褐色上罰が認められた。12月24日は法面掘削工・ji:に立

ち会い、 洲い表土附 とその下の角礫を多く含む褐色上）杓を確認した。両日ともに認められた角礫を含む褐色士陪は斜

面堆柏物であり当地点における地山附である。

調究の結呆、両日とも追構 ・追物は検出されなかった。 しかし、 工事範囲に近接 して江戸期 （元禄 ）の銘が読み収れ

る屋敷繕があり 、エ市範囲にも埋没している可能性もあることから、 工事責任者に十分注意するよ う喚起を促した。

3-19 舟久保急傾斜地崩壊対策事業に

伴う立会調査

所在地 南巨摩郡南部町内船地内

調企期間 2014年6月10[I、平成27年1月23日

調壺面栢 約 60面（対象雁積約60rri)

担当者 吉i,frJ弘樹 ・浅川一郎

事榮予定地に隣接 して周知の埋蔵文化財包蔵地である馬場道

上追跡がある ため立会調査を実施 した。工事は 山地斜而と河岸

段丘をむすぶ緩傾斜地を掘削して擁壁 と落石防止柵を建設する

ものである。背後の山地は斜而形態から小規模な地滑りまたは

表層の崩壊が頻発 してい るよ うであ る。

立会調査位置図

6月10日の立会調査では、 2本のトレンチを掘削 し、 断面の観察と追構 ・逍物の有無確認を行っ た。第 1トレンチ

では 110cmの盛り土および表土の下に地山層である明茶褐色士陪が見られ、その下に茶褐色土陪、淡黄褐色土）杓と続

いていた。第2トレンチでは 70cmの悩り 土および表土の下に賠黄褐色土層があり、さらに第 1トレンチと 対応する小

礫を多 く含む茶褐色土、淡黄褐色土によ る地山熙が観察できた。地山）晋は数 cmの角礫を含んでいて斜面堆秘物 と考

えられる。いずれの トレンチでも辿構 ・追物の検出はなかった。

1月23日の立会調杏対象地は 6月10日の立会調壺地点の西側であ る。ここ では法面掘削に立ち会った。その結果、

見かけの1r;i:さが数10cm~ 200cm程度の表土陪 とその下の角礫を含む黄褐色土陪が確認できた。黄褐色土附は地山

層であり斜面堆積物である。当地点からも 追構 ・辿物の検出はなかった。
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3-20押出沢急傾斜地崩壊対策事業に

伴う立会調査（踏査）

所在地 山梨市牧丘町牧平16

調査期間 平成2014年6月12日

調査面積 約300面（対象面積約300rrl)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

事業予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である押出沢辿跡の隣

接地である ことから 工事に先立ち現地踏査による調在をお こ

なった。当地は山間地に位置 し、 東流する押出沢川左岸の山地斜

而にあたる。今年度の工事は牧丘第三小学校グラウンド北に接 立会調査位置図

する斜面の東半分が対象となる。工事の概要は、既存の擁壁と落石防止柵を撤去したのち新たな擁壁を施工 し、 擁壁上

方の斜面に法枠工を実施するものである。妍しい擁壁建設に伴う掘削は既存の擁墜設岡IIかの掘削範囲を超えない。

法面工計画の斜面は急傾斜であり、所々で表層の崩れが認められ巨礫の浮き石が放在している。斜面とグラウンド

との傾斜変換は シャープであり、斜而基部を削平 してグラウンドを造成した様子か伺える。

以上のよ うに、斜面の形状や地形の人工改変の状態から、当該地に押出沢遣跡の範囲が拡張される可能性はなく、埋

蔵文化財の保設措置は必要ないと判断される。

3-21 国立公園等整備事業三湖台園地

整備事業に伴う立会調査

所在地 北都留郡富士河口湖町西油）j地内

調壺期間 平成2014年5月20日

調在面梢 約 l5n1 (対象而積約 15面）

担当者 吉岡弘樹・ 浅川一郎

三請）J台は西蘭）lの南に位附する御坂山地の稜線上に位四する。

標高 1.202mをピークとして南北に長い平坦面を有 し、 展望も

よい ことか ら、当地が追跡地の可能性があるため立会調壺を実

施した。平坦而上は裸地が広がり 、周辺部には雨水の侵食によ

ん＼`：

｀
 

立会調査位置図

る小谷が認められる。 また、過去の園地整仙により掘削や改変がなされている様子がうかがえる。

本事業は三湖台園地の再整備であり 、老朽化した標識、ベンチ、野外卓などの更新や展望デッキを新設する工事で

ある。立会調査は、工事による掘削深の深い展望デッキ建設予定地（園地北部の緩斜而部分）において、 重機で トレ

ンチ（幅2m、長さ 8m、深さ 0.5m)を掘削 した後、造構・造物の確認や土層断面の観察を行っ た。その結果、展望デッ

キ建設予定地のほとんどは、過去に存在 した売店や残存する石垣の設悩の際に大きく掘削され攪乱を受けて いた。

辿構 ・辿物の検出は無かった。その他の地点については地表面および小谷の断面などを観察したが、逍構 ・逍物は

検出できなかった。

以上から、本事業の工事区間において狸蔵文化財の保護措岡は必要ないと判断される。
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3-22 曽根丘陵公園水道管移設事業に伴う

立会調査

所在地

調査期間

調査面栢

担当者

甲府市下り1根町地内

平成2014年5月7日・8日

約 20面（対象面積約20面）

吉岡弘樹 ・浅JII一郎

曽根丘陵公園内の考古槽物館南に位,;1,:する園路の下に埋設さ

れている水近管移設に伴う掘削工事おいて、当該地が岩消水追跡

隣接地である ことから立会調究を実施 した。

立会調介は軍機と人力によって掘削した幅約 2m、長さ約 5m 立会調査 位置図

のトレンチ 3箇所を観察した。深さは水道管が検出された地表下約 150cmまでである。当初は 2箇所の掘削を想定し

ていたが、橋の南西側において水逍秤が想定した箇所から検出できなかったため、 3箇所を掘削する こととなった。水

道管が埋設してある地表下約150cmまではアスファルト 、砕石、砂質上などの既掘削工事による人為的な整地附であっ

た。水近行検出面より下位は地山附と息われるII紅茶褐色粘質土附であり 、'5-lOcm程度を掘削 したが、辿構・ 辿物

は検出されなかった。

以上から立会調査地において埋蔵文化財の保設措i性は必要なく、 エ'];:を進めても問題ないと判断した。

3-23曽根丘陵公園方形周溝墓広場

ベンチ等撤去事業に伴う立会調査

所在地 甲府市下向山町地内

調査期間 平成2014年5月19日

調査面栢 約 5面（対象面積約5rri)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

本巾業は＇泊根丘陵公園南部の方形），•;j 溝硲広場おいて、ベンチ 、

縁台、野外卓、吸い殻入れ、ゴミ入れなどのうち老朽化した もの

を撤去する工事である。方形周溝硲広場は、多くの方形周溝墓が

検出された上の平逍跡に該当することから立会調査を実施 した。 立会調査位置図

現在の広場には、復元方形）月溝募 3基とレンガおとび植栽による表而表示方形），りJi/Ii臨32基があり 、その他の音IS分は芝

生が植えられベ ンチ等が設悩されている。これらの施設は方形周溝蒻の追構を埋設保存するため lmの盛り土を行っ

た上に造作されている。

ベンチ等は重機により コン クリートの基礎ごと抜き取って撤去した。立会調企ではベ ンチ・くず入れ ・吸い殻入れ

の抜き取り痕を観察 した。抜き取りによる掘削の規模は最大でも 50cmI月方、深さ 50cm程度で有り 、調壺地点すべて

で芝生と放cmの表土につづき 、掘削深度まで盛り土であった。前述の辿り 、広場は lmの盛り土を施し造作されており 、

立会調査の粘果、本事業では埋設保存されている追構には影評を与えないこと が確認された。
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3-24曽根丘陵公園水道漏水修理事業に

伴う立会調査

所在地 山梨県甲I府市下曽根町字岩清水950他

調査期間 平成2014年10月27日

調脊而積 約6面（対象而積約6面）

担 当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

曽根丘陵公園内の風土記の丘研修センタ ーと考古博物館を結

ぶ怜理用道路下に敷設 してある水管の漏水改修工事に伴い、当

地点が東山北追跡隣接地であることから逍跡が拡張される可能

‘性があるため立会調査を実施 した。 立会調査 位置図

工事は重機と人力によって約 lmx 2mのトレンチを水管が露出するまで 3箇所掘削 した。第 1トレンチおよび第

3トレンチは管理川道路上に位i性し、第2トレンチは止水栓 と散水栓がある 道路脇路屑 に位置する。掘削深度は第 1

トレンチで約 120cm、第2トレンチで約90cm、第3トレンチで約 120cmであった。

第 1トレンチはアスフ ァルトの下は水管 まで砕石層であり、 トレンチ底岡に茶褐色粘質土層が認めら れた。茶褐

色粘質上層の掘削は数 cm程炭であり 、辿構 ・逍物は検出されなかった。第2トレンチは衣土層 (/i曽厚20cm)の下に

茶褐色土附が認められたが、止水栓と散水栓を埋設した時の埋戻し土が主体で新規の掘削はほとんどなく逍構 ・追

物は検出されなかった。第 3トレンチはアスフ ァルトの下は砕石層、発生土層、砂層であり 、追構 ・追物は検出され

なかった。

いずれの トレンチもほぼ既掘削範囲内の掘削であり 、追構 ・追物の検出はなく 工事は終了した。

3-25曽根丘陵公園防災公園整備

事業に伴う立会調査

所在地 甲府市下曽根町地内

調査期間 平成2015年1月8日-1月29日

調在面桔 約200面（対象面桔約200rri)

担当者 吉岡弘樹 ・浅川一郎

曽根丘陵公園（防災公園） 整備事業の一環 として日本庭園の園

路を拡輻する こととなったが、それに先立ち園路周辺の樹木の一

部を移植または伐採 ・抜根する必要が生 じた。

当該地が固知の埋蔵文化財四蔵地である 「岩清水追跡」 や 「か 立会調査 位置図

んかん塚 （茶塚）」に近接する ことから、移柚、抜根、移柚先の縦穴の掘削時に立会調査を実施 した。なお、 事前の現地

協議で、かんかん塚や杯塚の周辺には移柚を しないことを確認した。

調査の結果、攪乱や砕石の範囲を除 くと 、上位より盛り土 (I/fli)、褐色土 (II附）、暗褐色土 (lII層）が認められた。園

路北部は 50-60cmを掘削し、I陪は50cm、II層は 10cm程度であった。園路南部は 100cm前後を掘削 し、 I層

は30cm、II層は70cm程度で小角礫を含んでいた。杯塚の東約20m付近には複数の移植先の縦穴を掘削した。その

掘削深度は 110cm前後で I屈(25cm)、小角礫を含む II層(30cm)、同じく小角礫を含むlII陪(50cm以上）が認められた。

調在の結果、辿構、辿物は検出されず、埋蔵文化財の保蔑措置は不要であった。
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3-26甲府地方家庭裁判所都留支部新庁舎

建設事業に伴う立会調査

所在地

調壺期間j

調査面栢

担当者

都留市中央二 J―目 1-1

2014年2月9日~16日

約57面（対象而桔約57面）

網倉邦生 ・柴田亮平 ・塩谷風季

今回、立会調査の対象となったエ・j{は、 1)石垣解休工・Ji:、2)

樹木の移植工事、3)樹木の抜根エ"t;:、4)新庁舎施工範囲内の掘

削工 ・j;:である。石煩解体工事は、仮庁舎人り口付近にある石垣

と敷地東側にある石垣を対象に行った。石坦の底l面は、追路よ 立会調査位置図

り10cm下に位置 し、近代の辿物包含罰である明茶褐色上）汁に構染されており 、石垣の内部からは、近代の陶磁器や瓦

が出土 した。このため、 石垣の構築時期は近代以降であると考えられる。樹木の移植工・Fは、敷地東側に植えられてい

た樹木を西南隅に移すために行われた。 まず、敷地西南隅を深さ 80cmまで掘削したと ころ、黒褐色土）習中に 50cmx 

20cmの焼土の広がりが確認されたため、写真で記録 した。敷地束側の樹木の周間を深さ 70cmまで掘削したが、 土罰

に変化は認められなかった。 こ れは 、 樹木固囲に盛土が行われていたためである 。 樹木の抜根工·],~は、深さ 45cmまで

掘削 したが、 土）晋に変化が見られなかった。

新庁舎施工範囲内の掘j'jlj_['Fによって、 事業者が認識 していた調査範囲が、実際より lm内側であるため、新規の掘

削範間が 2mとなることが把握された。このため、東京裔等裁判所と学術文化財課、}Ill_蔵文化財センタ ーで協議を行い、

施工範囲と調査範囲を対照させた上、新規に掘削する地点を次年度発掘調介する ことと なった。

甲/{.f地方家庭裁判所都留支部の敷地内は、ほほ全ての範圃で埋蔵文化財が確認 されるため、 調査対応が必要である。
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第III章 県内の概況

1 届出件数と内容

平成 19年度より文化財保設法施行令第5条により県教育委員会が行うこととされている文化財保護法第93条の指示

及び第94条の勧告に係る権限の一部を、富士吉田市を除く 11市に移譲し、平成20年度には富士吉田市へ、平成22年

度には身延町および富士河口猜）j 町へ権限を移譲 したことにより 、 県下の 14 市町へ文化財保護法第93 条 • 第94条に係

る権限の一部を移譲 した。権限移譲を行ったのは指示・勧告のうち工事立会、快重工市などの軽微なもので 「発掘調査」

や 「試掘 ・確認調査」の指示 ・勧告は現行どおり県教育委員会にて行っている。権限移譲にあたって、埋蔵文化財の専

門矧識 と客観的かつ合理的な基準が必要となる ことから埋蔵文化財専門職員が設置されている自治体を対象とし、山

梨県教育委員会の事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例により 実施 した。よって平成 19年度以降の届出

件数について、権限移譲 した分があるため県への届出件数が減少している。

平成26年度、県内の埋蔵文化財調杏による届出件数については、法92条：6 (8)件、法93条：184 (195)件、法94条：

36 (50)件、法96条： 1 (0)件、法97条： 6 (2)件、法98条:0 (0)件、法99条： 187 (242)件である。届出の総件数

は420(497)件であり 、前年度と比較すると、その件数は 77件の減少となっている。

※（ ）内数字は前年度。過去20年間の件数の変造は 56頁の表のとおり 。

2 発掘調査

平成26年度に実施された県内の発掘調査件数は、56頁の表のとおり 試掘調査を含めて 193(250)件（発掘調査学

術調査等含む）となっている。その内訳は、県教委による調査が 14(14)件、市町村教委による調査が 173(228)件、

民間調査組織による調査が 6(8)件である。発掘調査の原因は、道路20(28)件、鉄道0(0)件、河川1(1)件、 学校建

設3(3)件、共合住宅10(7)件、個人住宅38(93)件、工場5(1)件、店舗8(7)件、個人住宅兼工場又は店舗0(3)件、

その他建物21(3 0)件、宅地造成39(26)件、土地区圃整理1(2)、公園造成0(0)、ガス ・電気 ・雷話 ・水道0(2)件、

農業基盤整備事業14(13)件、農業非盤整備4.11:業以外の農業関係事業 0(0)件、土砂採取0(1)件、その他開発24 (2 7) 

件といった緊急調査と 、学術調壺3(2)件、保存目的の範間確認6(4)件、辿跡整備0(0)件があった。緊急調壺では、

地方公共団体が行う公共事業では道路などが目立ち、民間開発においては宅地造成や太腸光発屯施設設置に大輻な増

加傾向がみられる。 ※（ ）内数字は前年度。

3 国指定有形文化財（考古資料）及び国指定史跡

平成26年度は、国指定史跡御勅使川旧堤防（将棋頭 ・石積出）について、江戸時代に開削された徳島堰の水門を守る

ために築かれた 「桝形提防」が 10月6日に追加指定された。

また、県指定有形文化財（考古賓料）では、国指定史跡銚子塚古墳の周濠から出土した木製品70点が 「銚子塚古墳出

土木製祭祀具」と して 9月4日に指定された。指定品には、立杜や笠形木製品、円盤状 ・蕨手状 ・棒状の木製品を組み

合わせた製品などがあり 、古墳で行われた祭祀を研究するうえで重要な府料である。

4 発掘調査の成果と保存整備事業

平成26年度に実施された県内の発掘調杏件数は、試掘調査を含めて 193件（学術調査等含む）である。

甲府市の甲府城跡では、県庁敷地内において温泉間辿施設の可能性がある江戸時代の敷石造梢が確認され、注目さ

れた。韮崎市の武田東畑逍跡では、武田信義に関わると考えられる石敷きの蔵跡や疫の痕跡を示すかわらけ廃梨土坑

などが発見された。都留市谷村城では、江戸時代に郡内地域を納める代官所 「谷村陣屋」 が設けられた場所からカキや

サザエなどの貝類や動物の骨がまとまって発見され、江戸時代の絵地図とおりの水路が確認されるなど話題となった。

1札州市の白山平経塚では、初の学術調査が行われた結果、経塚の外容器やふたの破片、刀身や中国の古銭な どが確認さ
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れ、長期に亘っ て同所が経塚として使われていた ことがうかがえる発見となった。

保存整備事業としては、1玉1指定史跡である武田氏館跡（甲I{、f市）で西鼎輪南側の桝形虎口及び土星の修理や、今後の

整仙に向けた梅翁曲輪周辺の発掘調究が行われた。

また、新府城跡（韮崎市）では、大手111]周辺の整備に向けた発掘調査か行われ、 登城逍 と考えられる追構が発見された。

県指定史跡では連方屋敷（山梨市）で内祁部の整備工事が行われ、甲府城跡では石垣補修工 ・ji: とそれに伴う調在が実施

されている。

5 発掘調査体制

埋蔵文化財専門職員について、県では学術文化財課4名、埋蔵文化財セン ター22名（うち教貝派追交流3名、非常勤

駆託4 名） 、 trり物館 2 名 、 考占 t~り物館5名（外に非常勤嘱託2名）である。市町村では、甲)7,J市6名、富士吉田市2名、甲ヽ 1-1-1

市2名、大月市1名、韮崎市3名、南アル プス市3名、笛吹市4名（東北派遣l名）、甲斐市2名、北杜市4名、山梨市3名、

中央市1名（昭和町を兼務）、都留市1名、上野原市1名、身延町1名、窮士河口湖町1名となっている。埋蔵文化財担当

者の配i性率は、27市IIIJ村のうち 16市町村で約59%となり 、平成 15年度の 61% (64市町村のうち 39市町村）と比べ

減少 している。埋蔵文化財担当職員数は 54名から 18名減の 36名 (I屈託等含む）の配i性状況であり、市町村合併や発掘

調1t'F業批の減少に伴い組織編成が行われたことや、地蔵文化財専門職員の配岡換えが行われたことによって、配附職

員数も減少となっている。 また専門職員の退職がここ数年で大きな山を迎える こと が予想される。 さらに文化財専:1111

職員未設i性の自治体では、文化財行政にも支齢をき たす事例も発生 している。このように、地蔵文化財行政をとりまく

環塙は大きく変化しており、 実柏に見合った適切な専門職員配i性は大きな課題である。行政と しては、 記録保存のため

の発掘調究の実施にとどまらず、これまでの膨大な調壺成呆の朝私を適切に保存 ・活用し、歴史を活か した地域づくり

に；貧するなど、多様な党務を実施 し、 匡民の期待に応える ことが求められている。
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届出件数の推移 ※H19年以降は各市町村内での処理件数は含まない。
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至韮崎 国道20号 至大月
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●路線バスこ利用

甲府一豊富（中道橋経由）考古博物館で下車

●高速バスのこ利用 (2時間）

新宿西口 南回り、甲府行（中道下車）徒歩5分

南甲府インター下車・徒歩10分
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